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○議事日程 

   日程 第 １ 一般質問について（議員提出） 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開議］ 

○議長（沼田邦彦）  おはようございます。傍聴席の皆様方には、早朝より議場コンサート

に続きましてお集まりをいただきまして、まことにありがとうございます。 

 ただいま出席している議員は１７名です。定足数に達しておりますので、ただいまから会議

を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

                                    

     ◎日程第１ 一般質問について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第１ 一般質問についてを、通告に基づき行います。なお、議会

運営に関する申し合わせにより、質問者の持ち時間を質問と答弁を含めて７５分までとしてお

りますことから、議長において時間を計測し、持ち時間の７５分を超えた場合は制止いたしま

す。また、質問者の通告した予定時間となりましたら質問の終了を求めますので、御了解願い

ます。質問、答弁は簡潔明瞭に行うよう、お願いいたします。 

 通告に基づき、４番荒井浩二議員の発言を許します。 

 ４番荒井議員。 

〔４番 荒井浩二 登壇〕 

○４番（荒井浩二）  皆さん、おはようございます。議長より発言の許可をいただきました

議席番号４番、荒井浩二です。 

 ３月に入り、二十四節気の雨水の名のごとく、外では雨が降り、草木の萌芽も目につき、梅

の花が咲き乱れて、あさっての啓蟄には冬ごもりしていた虫や動物も顔を出すような陽気が、

春の気配として実感とともに感じられる時期になりました。 

 先ほど、本日の開会に先立って、烏山高等学校の吹奏楽部員のカルテットの演奏による議場

コンサートが行われ、管楽器の音色が新たな季節を呼び込む美しい風、「フォルモサの風」と

なり、議場に響き渡り、かつて吹奏楽部でサックスを吹いていたころの記憶を呼び起こされつ

つ、すばらしい旋律に耳を傾けておりました。 

 今年度４月の市議会議員選挙を通し、多くの方々の応援を得て、私も含め６人の新人議員が

議会に新たな風を吹き込みました。ここにいらっしゃる、私も含めた１７名の市議会議員の皆

様は、おのおののいきさつや動機は違えど、このまちに生き、その生活を通して、那須烏山市

の将来を案じ、その危機感によってこの議場へと上っていらっしゃったに違いないと私は信じ

ております。 

 それらの気持ちは、また同じく選挙を経て、市民の信任を得て事をなそうとなされる市長を
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初めとした執行部の方々も同じであるに違いないでしょう。このたび、初めて一般質問させて

いただくに当たって、何人もの方からお電話をいただき、質問の催促をいただきました。自分

で文句を言うくらいなら人に怒られてでもやってみようという気概と、支援者の方々の応援に

より議場に押し上げてはいただいたものの、その期待に応えられるか、正直、不安は尽きませ

ん。 

 今回は、事前に通告した４つの項目について質問させていただきます。 

 １つ、公共施設における衛生、感染症対策について。２つ、空き家の現状把握と空き家バン

クの登録の促進について。３つ、市庁舎整備及びＰＦＩ事業の導入について。４つ目に、多様

な価値観を認めるまちづくりについて。 

 それでは、執行部の皆様には誠意ある御答弁をお願いし、質問者席から質問に移らせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  １つ目の質問に移らせていただきます。公共施設における衛生、感染

症対策について。 

 先日の一般質問でも、先輩議員から関連の質問がございましたが、昨年１２月半ば以降より、

患者数がふえて、市内でも警報レベルの基準であるインフルエンザの週別患者報告者数が

３０人を大きく上回る規模で感染が拡大し、那須南病院でも、入り口にて職員が訪問者を検温

し、家族以外の面会を謝絶するなどの対策がとられておりました。家庭によっては、１人が感

染すると家族間で移し合ってしまい、結局、全員が罹患するといった報告も聞き、場合によっ

ては、自分が休むだけでなく家族の看病もしなければならなくなり、やむを得ず、家計にすら

影響を及ぼしてしまうといったこともあるようでした。 

 現在、状況は快方に向かっているとのことですが、毎年のことはいえ、受験シーズンを含め

た大切な時期を安心に暮らし、迎えられるような感染症対策として、子育て世代や公共施設利

用者の安心を支えるため、市内公共施設において利用者が気軽に使える紫外線消毒器等を設置

してはどうかと考えるが、市としての考えを伺います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  公共施設における衛生、感染症対策についてお答えします。本市にお

きましては、現在、平成２１年春に流行しました新型インフルエンザの感染予防対策を契機と

しまして、インフルエンザを初めとする各種ウイルス等に効果があるとされている速乾性の手

指消毒剤を施設の入り口や事務用対面カウンター等に設置し、感染症対策等を講じているとこ

ろでございます。 

 議員御提案の紫外線消毒器等につきましては、県内３市町の図書館に設置され、貸出用図書
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の滅菌等に使用されているようでございます。本市の感染症対策等につきましては、当面は低

廉かつ効果的な速乾性の手指消毒剤の設置をもって対応してまいりたいと考えておりますので、

御理解賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  今、市長より答弁をいただきまして、図書館では手指消毒剤等を使っ

ていらっしゃるということなんですが、図書館の本については、どういった衛生管理がなされ

ているのでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  御質問にお答えいたします。本市の図書館におきましては、

返却図書を消毒用の濡れティッシュで外側のほうを消毒している状況でございます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  最近、書籍消毒器というものが、近隣だと、高根沢町だったり小山市、

日光市等で使われているようですが、それらの書籍消毒器等の導入予定というものは、市のほ

うではあるのでしょうか。もしなければ、検討したことはあるのか、お答え願います。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  今のところ、導入検討というまでには至っておりません。近

隣の高根沢町では平成３０年度４月から設置をされているそうです。状況を確認しますと、高

根沢に３つの図書館がございまして、中央館のほうが、調べました４月から２月までで

５４０回。ということは、１１カ月ですので、月平均大体４９回、２５日間開館したとすれば

１日２回ぐらいというところから、一番利用頻度が少ないのが上高根沢の図書館、これが

１２８回ですので、月平均しますと１２回。私も実際、仁井田分館に行きまして現物を拝見し

てきました。 

 図書館のほうと協議をしたところなんですが、確かに間に入っている髪の毛ですとか、ごみ

くずなども飛ばせるということでいいというふうには聞いておりますが、何分、機器そのもの

が高額ですので、どうしてもということであれば、これから検討させていただきたいというふ

うに考えております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  現状、今までに、そういった衛生面における図書館や保育施設だった

り学校への指摘や要望等といったものは、そういった消毒器関連ではあったでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  図書館においては、今のところ、そういった御要望は聞いて
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はおりません。 

 先ほど市長の答弁にありましたとおり、出入り口に手指の消毒剤を設置はしておるところで

ございます。 

 図書館につきましては以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  保育施設につきましては、詳細は不明なところがございますが、

本の管理等については、各園で、先ほど生涯学習課長より答弁があったとおり、濡れティッシ

ュ等のようなもので拭き取るということで管理をしております。そんな現状でございます。 

○議長（沼田邦彦）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  学校施設等での予防はございません。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  先ほど柳田課長より御答弁いただいたとおり、確かに書籍消毒器とい

うものは導入コストが非常に高く、１台当たり安いものでも６０万円台、大体普及しているも

ので８０万円以上です。さらに年間のランニングコストがかかるので、財政の逼迫している那

須烏山市においても、かなり負担になると、正直私のほうでも考えております。機能としては

３０秒から１分で殺菌、消臭をし、ごみの除去というものが含まれているようで、全国では、

およそ３００台以上が稼働しているということです。 

 ちなみに、インフルエンザの菌というものは、本経由では基本的には移らないと考えられて

おります。インフルエンザの菌というのは、およそ２時間から８時間で感染力を失うんですが、

反面、ノロウイルスのほうは、乾燥や寒冷に大変強くて、冷凍しても２０日以上はその感染力

を保つそうです。私は今回、書籍消毒器、紫外線消毒器ということに関して質問をさせていた

だきまして、私の考えとしては、書籍消毒器を図書館に導入してほしいということでは実はな

いのです。保育園や幼稚園に、現在、ほ乳瓶用の紫外線消毒器があると聞いております。実際、

どこに何台ほど置いてあり、どのように利用しているのか、お答え願います。 

○議長（沼田邦彦）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  公立、私立含めてということになろうかと思いますが、公立に

つきましては、ミルトンといいまして、消毒液を使ってということで、私立のほうでは滅菌庫

を導入しているという話は確認しておりますが、台数については後ほど調べて回答申し上げた

いと思います。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  何に対してどのように利用されているかというのは御存じでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  神野こども課長。 
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○こども課長（神野久志）  いずれもほ乳瓶や、物によっては、例えば消毒液のほうですと、

おもちゃ類、そういったものについての殺菌ということで、国から示されているガイドライン

に基づいて実施をしているところでございます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  ちなみに、そういった消毒器、恐らく使っていらっしゃるミルトンだ

ったり滅菌庫というのは、皆さんが公共浴場、お風呂屋さんなんかでよくお見かけになると思

う、最近、余り見ないかもしれませんが、櫛だったりとか、ひげそりなんかを消毒する、理容

室に置いてあるような青く光る四角い箱を多分想像していただければわかりやすいんじゃない

かなと思います。 

 ちなみに、その消毒器を一般の利用者や保育園に来園する保護者に貸し出すことは可能でし

ょうか。 

○議長（沼田邦彦）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  滅菌庫につきましては、やはり常時、在園されているお子様の

関係で使っているものということから、その貸し出しというのは難しいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  要望があっても難しいでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  協議といいますか、園のほうには確認はしますが、やはり常時

使っているものですから、平日、それから土曜日も、保育ということで、ほぼ１週間のうち日

曜日以外は利用している実情から困難かなとは思います。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  ちなみになんですが、それらの消毒機器のおおよその価格といったも

のを御存じでしたら教えてください。 

○議長（沼田邦彦）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  申しわけありません。後ほど調べて回答します。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  私としては、できれば保育園などで使っている、そういった滅菌庫を

一般の方に貸し出して、その一般の方も来園された方が気軽に使えるようにして利用できれば、

家庭内での感染症対策や、子育て世代の安心を支えるような形になるのではないかと考えてお

ります。 

 滅菌庫というのは、書籍消毒器が８０万円以上だと言われているのに対して、市内で使って

いるのは恐らく３０万円以内のものだと思います。書籍消毒器は、先ほども申し上げましたが、
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高価で財政が逼迫している当市ではそれらを購入する余裕はないのではないかと考えられます

し、昨今の過剰な殺菌消毒をあおる社会には、私自身、多少なりとも疑問を感じております。

昔はそんなものなくても病気にはならなかったとか、高価な消毒器を購入することで図書館の

新刊購入費を圧迫するようなことはあってはならないとも思います。頻繁な消毒は、免疫機能

の活性を妨げるなどの考え方があるのも確かではありますが、何が正しく、何が間違っている

のかは、詰まるところ、個人の判断次第だと思います。結局、人は自分で自分を守り、また親

は子をみずからの手でしか守れません。 

 国でも、予防医療というものを進めておりますが、頼れるのは詰まるところ自分ということ

で、私に子供はおりませんが、子を育てる親の気持ちは盲目で、家庭によっては頼れる人もな

く、一人で学び、考えて子育てを頑張っていらっしゃる方も近年少なくないと思います。そん

な子供や家族の安全を考える親の心に寄り添い、その方々の安心を支えるためにも、当市でも

保護者や施設利用者の声を聞き、要望があれば、可能な限りそういった消毒器や、それ以外の

さまざまな子育て支援策を実行していただきたいと思っております。 

 私が調べたところ、隣の町の図書館で使われている書籍消毒器と滅菌庫の違いというのは、

風が出るか出ないかくらいのものなんですね。書籍消毒器が普及した原因として、本のページ

の間に毛が挟まっているということが図書館に苦情として届いて、それによって本の衛生管理

がどうのこうのという話になって、一気に国内でも普及が進んだような形になっております。

滅菌庫も、単純に紫外線で消毒して消臭するという点では書籍消毒器と同じなんですが、使い

方として、本の間に残るごみみたいなものを、本を逆さにしておくような形で使えば、児童書

なんかの消毒に耐え得るんじゃないかなと思っております。市としても、よろしければ私の提

案を御検討いただいて、消毒器等の導入を検討していただければと思います。 

 次の質問に移ります。２番、空き家の現状把握と空き家バンク登録の促進について質問いた

します。 

 空き家や定住促進といった問題は、先日、堀江議員からも似たような質問があり、定例会の

たびに質問が出る、皆さんの関心の高い案件の１つであると思います。さきの答弁と重複する

内容も多いとは思いますが、まず、１の空き家の現状把握と所有者への対応として、市ではど

のような取り組みを行っているのか、お伺いします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  空き家の現状把握と所有者への対応についてお答えします。 

 堀江議員や数多くの議員にもお答えして重複するものがあるかもしれませんが、お答えしま

す。倒壊のおそれや衛生環境、景観の悪化、防犯面での不安など、空き家の増加は重要な課題

となっております。空き家の現状につきましては、平成２６年度に実施しました那須烏山市空
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き家実態調査をもとに、市職員による調査と補完調査により、約７００戸の空き家を把握して

おり、その後、年々増加している状況であります。 

 次に、所有者への対応についてお答えいたします。市内の空き家等を有効に活用し、定住促

進を図るため、那須烏山市空き家等情報バンク制度により、空き家等の所有者と利用希望者の

マッチングを図っております。本制度につきましては、市ホームページ等を活用し、制度の周

知や登録物件の概要を公開しておりますが、利用希望者のニーズに対して登録物件が不足して

いる状況でございます。 

 今後は、空き家等の所有者へ本制度のさらなる周知を図り、空き家等の有効活用による定住

促進に努めてまいりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  市内には７００戸の空き家があるということなんですが、この平成

２６年度の調査というものは、ゼンリンに調査を依頼して得たものでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  平成２６年度の調査は、空き家に関して、今の総務課の危

機管理グループのほうで対応しておりましたので、ゼンリンをもとに空き家についての調査を

実施したと伺っております。それに基づきまして、そのほか不備な点については、補完調査と

いうことで、市職員が独自に調査をしながら付記していったものが約７００戸という状況であ

ります。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  以前、ハウスブックプロジェクトというものに市でお金を出していた

ようなんですが、そのプロジェクトについて、どのような成果があって、現在、どのように成

果を共有されているか教えてください。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  たしか平成２６年度、やはり同じような時期だったと思う

んですが、当時は総合政策課のほうの秘書政策グループのほうで担当しておりましたが、空き

家を利活用するということで、ハウスプロジェクトが、民間団体が募った団体でございますが、

調査をした経緯がございます。 

 これにつきましては、団体としての市街地の空き家についての情報については持っていると

いうふうには伺っておりますが、それを共有しながら活性化に向けた取り組みに至ったという

ところまでは行っていないのが現状でございます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  ちなみに、以前、平成２６年度に総務課で調査した内容と、ハウスブ
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ックプロジェクトについては継続して調査等はされているのでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  まず、当時総務課で実施した空き家の調査については、図

面上は落ちてございますが、わかった段階でそれに加筆はしておりますが、それとハウスプロ

ジェクトとの連携というのはありません。また、ハウスプロジェクトにつきましては、民間の

団体として活動しておりましたので、それについて、その後、どういった内容になったかとい

うところまでの確認調査はしてございません。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  わかりました。 

 それでは、２番に移らせていただきます。それに絡んで、空き家バンクの登録件数をふやす

ことへの対策と、地域や民間との連携について、現状の市での取り組みをお伺いします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  空き家バンク等情報バンク登録件数の増加対策と、地域や民間との連

携についてお答えいたします。 

 本年度におきましては、前年度繰り越し８件に新規登録１０件を加えた１８件が空き家等情

報バンクに登録されております。そのうち９件が成約に結びついております。空き家等情報バ

ンク制度の利用希望登録件数は３３件で、前年度より１１件増加しており、利用者のニーズが

高まっていると考えられます。ホームページ等により本制度の周知に努めておりますが、空き

家等情報バンク制度を知らなかった、問い合わせ先がわからなかった等の理由により、所有者

の新規物件登録につながらない状況もございますので、庁内連携を図りまして、平成２７年度

より、複数回にわたり固定資産税納税通知書に空き家等情報バンク制度のチラシを同封し、制

度の周知を図っているところでございます。 

 次に、地域や民間との連携についてお答えいたします。空き家の売買額の設定や、売買、賃

貸契約書、登記手続等の不動産業務に係る専門知識を要する場合は、所有者に市内の宅地建物

取引業者等を紹介しております。空き家等情報バンク制度に登録されていない物件につきまし

ては、各自治会や民間企業が情報を把握している場合がございますので、利用希望のニーズに

対応するため、今後は地域や民間との連携を検討してまいりたいと考えておりますので、御理

解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  今、市長より空き家の把握への固定資産税情報の利用についてのお話

がありました。こちら、最近新聞でも、空き家に対して税情報の利用というものが有効である

ということなんですが、ほかにも上水道の利用状況だったり、市内では、ほかに家屋敷課税と
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いうものがありまして、市外に住民票がある方で住宅を持っていらっしゃる方に均等割で

５,０００円程度課税されるのが家屋敷課税だと思うんですが、そちらのほうの利用について

もあわせて検討はされたことはあるのでしょうか、お願いします。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  まず、関係課との有効な登録情報の収集を図るため調整は

しているところでございますが、具体的に上下水道課と情報を共有しているか、または家屋敷

課税に関して情報を共有しているかといった点は、今のところ動いていない状況でございます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  税情報等の内部情報に関しては、市の中でしか内部利用ができないも

のですから、こちらの有効な情報を実際に使って空き家の把握にぜひ努めていただきたいと思

います。 

 それと、現在、市のほうから自治会等に対して空き家の把握といったことに関して要望等は

しているのでしょうか、お答え願います。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  空き家の把握については、行政区長会議等で大々的に御案

内をしたということは余り過去にありませんが、私とまちづくり課の職員で、個々の行政区長

さんと、あと地域に出向いたときにそういった物件がないかどうか、そういったところの情報

収集はしているところでございます。 

 そのほかに、民間企業さんにお会いしたときにも、そういった物件があれば教えてくれない

かというような、そういう活動はしております。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  ぜひ、空き家の問題というのは個人の問題ではなく、市、県、ひいて

は国の問題、日本の問題になってきていると思うので、ぜひ民間の一般の方や自治会の方に協

力していただいて、自治会に加入していない家庭もあると思うので、実際、協力が難しいかも

しれませんが、自治会を超えた地域の力で空き家の把握の協力を求めて明らかにできないか、

市のほうからも要望をお願いしたいと思います。こういったことというのは、実際、市のほう

から自治会に対して要望するというのは可能なのでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  可能でございますので、それも含めまして、平成３１年度

から新たな組織機構になりますので、その中で一貫して空き家情報の収集について努力してま

いりたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 
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○４番（荒井浩二）  ちなみに空き家ができるタイミングというのは、引っ越しだったり、

住んでいた方が亡くなったりとか、そういったことに起因することが多いと思うんですが、移

動や死亡等の手続で役場に訪れた親族などに、市民課のほうからそういった方に対して空き家

バンクへの登録を促すなど、そういった資産の利活用についての提案というものはお知らせし

ているんでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  現在、転入者に対する市の情報案内は、今現在しておりま

す。それは、市民課のほうで取りまとめてしております。現在、平成３１年度に向けた取りま

とめをしているところでございますので、その中で転出者に対する御案内、また死亡届での御

案内、そういったところも可能かどうか現在検討し、前向きに対応するところで考えていると

ころでございます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  なるべく空き家を市場に組み込んで、マーケットを活性化して、市の

定住促進につながるように、関係各所と連携してお知らせ等、窓口に来た方にぬかりなく伝わ

るようにぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

 また、その際に、先ほどもあったのですが、空き家を登録するに当たって、不動産市場への

流通を促すために、空き家の問題として家の中が散らかっているので売れないとか、人に貸せ

ないといったことが出てくると思うんですが、家の中の整理だったりとか、あとは、大体空き

家は水道が古くなりがちなので、水道工事等を、水回りの工事等、相談窓口等の要点をまとめ

たものを、まちづくり課さんが担当だと思いますので、そういったものをつくって、市からさ

まざまな場所に通知として入れ込んでほしいと思います。 

 それでは、次の３番の質問に移ります。 

 市では、さまざまな定住促進策を行っているが、どのような世帯をターゲットとし、どのよ

うな目標を設定しているのか伺います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  定住促進におけるターゲット及び目標についてお答えいたします。 

 本市の定住促進における明確なターゲットは、設定してはおりませんが、市内在住と移住希

望者に大別できるものと認識しております。 

 市内在住者に対しましては、本市の魅力向上や本市への愛着心醸成を図るほか、今後も住み

続けていただくために有効な支援策が必要であり、また移住希望者に対しましては、本市の知

名度や認知度向上を図るほか、転入者が住み始めるための支援策が必要であると考えておりま

す。 
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 具体的な施策としまして、那須烏山市子育て世帯応援・ＩＪＵ促進住宅取得奨励金、那須烏

山市住宅リフォーム助成金、那須烏山市空き家等情報バンク制度、那須烏山市若者定住促進家

賃補助金等の住宅制度により住まいを支援しておりますが、これらの施策につきましては、若

い方のほか夫婦世帯や子ども世帯、移住者への支援を手厚くするなど、ターゲットを絞り込ん

でおります。 

 次に、定住促進における目標の設定についてお答えいたします。 

 那須烏山市まち・ひと・しごと創生総合戦略におきましては、住宅取得助成件数、住宅リフ

ォーム助成件数、家賃補助件数、空き家バンク成約件数を目標値としており、今後も市内在住

者の転出抑制や移住希望者の転入を図るため、先進事例等を調査研究しながら効果的な定住促

進施策に取り組んでまいりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  目標というか、ターゲットとしては主に子育て世代、働き盛りの世代

に移住してまちを盛り上げていただきたいという気持ちが制度からは伝わってまいります。 

 今、市長の答弁の中で、空き家バンクの成約件数の目標があるというようなことをおっしゃ

ったように思うんですが、具体的に何件の目標設定されているのでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  年間１０件以上という目標を掲げておりまして、例年、

１０件以上の成約が達成しているところでございます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  一般の人の定住策については、答弁お伺いしまして了解しました。 

 ところで、市では、事業用地等の情報などもホームページ上で公開して企業誘致を行ってい

るとは思うんですが、こちらの成約件数などの目標等あれば教えてください。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 事業用地件数については、登録件数を年間１０件ということで掲げております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  同じように１０件というお答えでした。 

 ちなみに、事業用地に関しては、市長がおっしゃった話がさまざまに解釈されて、正直、一

部ではちょっと間違った解釈も流れているように思うんですが、改めて、市長の企業誘致に対

するお考えをお伺いします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 
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○市長（川俣純子）  企業誘致に関しましては、今ある企業を大切にしていきたいと私の中

で一番に思っております。 

 確かに、ほかから誘致をしないという気持ちは全くないわけではありませんが、そちらにウ

エートを置くよりは、実際には地元にある企業が今かなり伸びてきております。その企業に敷

地や苦情、それとあと要望を聞いてあげることで、なるべくこの地で就職ができるように、新

たな企業を呼ぶということはリスクがかなり大きいので、できましたら地元を優先にしたいと

私の中では思っています。新たな企業には、その都度、実は私とこの市と関係のある企業はた

くさんありますので、支店を出してほしいとか倉庫に使ってほしいとか、そういう意味での企

業誘致はしておりますが、改めてほかに訪問してというまでは力を入れていないのは確かだと

思います。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  先日も、平塚議員の質問でありました、昨今中小企業の承継について

よく議論されているんですが、実際、小規模事業者のほうが多いといった内容だったのですが、

事業というものは概して小規模から始まって大きくなっていくということで、ベンチャープラ

ザというものを市で商工会が運営しておりまして、先日議会でも廃止の方向が説明されました。

改めて市の創業者支援対策について御説明をお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  ただいまの御質問にお答えする前に、先ほどの事業用地の

件なんですけれども、全体として１０件は登録あるんですが、新規の登録件数は年間２件が目

標なので、訂正させていただきます。 

 次に、ベンチャープラザの件なんですけども、ベンチャープラザは、那須烏山市商工会の事

業でございまして、新規に事業を始める方、創業後５年未満の方々に対しまして、低廉な料金

で事業所を一定期間貸し出しまして、創業の支援をする施設でございます。 

 本市としまして、ベンチャープラザの最近の利用件数を見ますと、全体で９部屋あるんです

が、ここ近年の利用状況の数が非常に少ないということで、創業支援に向けては平成３１年度

から創業支援向けの補助金と、新たな創業者向けの資金枠の追加、それと現行で実施していま

す空き店舗の補助制度、それらを利用しまして、新たな創業支援策を展開したいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  ベンチャープラザの廃止自体には、私も反対ではないのですが、市内

の商工業の育成のために、私としては、現在あるシェアオフィスを廃止して、シェアオフィス
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として新たに企業される方も含め、他の市町村に本社があって営業されている方が那須烏山市

の地の利を生かして事業拡大となる足がかりとなるような前哨基地をつくれるような、そうい

う事務所として使えるようなシェアオフィスというものをぜひ提案させていただきたいんです

が、そういったものに関して、市では実現可能でしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  ベンチャープラザにつきましては、こちらは産業競争力強

化法という法律に基づきまして、市内の創業者支援事業計画というのを策定しております。そ

れらに基づいた事業となっております。それなので、あくまで創業者向けの施設という位置づ

けでございます。 

 今おっしゃられた貸しオフィスにつきましては、今のお話ですと、ほかで創業している方が

那須烏山市においてオフィスを置きたいというときに貸せる施設については、今後、商工会と

連携しながら検討していくことは可能だと思います。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  実際に、私も不動産業を営んでおりまして、先日も問い合わせがあり

まして、神奈川のほうの会社さんで、それは運送系の会社さんなんですが、許可を取るのに、

その地で一旦事務所を構えて登録しないと許可申請が通らないというようなことがありまして、

それで住宅というか部屋を借りたいということで私のほうに相談がありました。 

 実際、市内で流通されている賃貸物件に関しては、ほとんどが住居用の用途に限られており

まして、事業用で賃貸というのは、大家さんの理解があればできるんですが、基本的にはでき

ないような風習となっております。 

 それと、事務所としての体裁というものも含めて、賃貸ではなかなか難しいこともあるので、

市でなるべくそういった環境を整えて、新たな市の商工業への呼び水をつくっていただけたら

と思います。 

 では、次の質問に移らせていただきます。 

 市庁舎整備及びＰＦＩ事業の導入について。先日、２月７日に、所属する経済建設常任委員

会の委員と自費で日立市と北茨城市へ視察に伺いました。両市にて歓待を受け、勉強会におか

れましても、委員のしつこい質問に対して懇切丁寧に長時間にわたってお答えいただき、大変

勉強になりました。 

 日立市のほうでは、やはり先輩議員が那須烏山市に紹介している鵜飼についての視察をしま

した。北茨城市では、北茨城市と民間のディベロッパーですね、建設会社ですね、民間の建設

会社と市の協働によるＰＦＩ事業によって共同住宅を建てて、それの運営を民間が行うといっ
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たようなことをやっておりました。実際、説明を聞いてみると、市のほうではＰＦＩという形

ではなくて北茨城市の市長と一企業との直接のやりとりによって実現がされていたような、ま

さにトップセールスといえるような成果のたまもので、私も含め、先輩議員もかなり驚いてお

りました。 

 那須烏山市でも、そういった民間の力を使って、今、市で新市庁舎の整備をするという考え

をあらわしていらっしゃいますが……、１つ目の質問を先にさせていただきます。市では、新

市庁舎を整備するとの考えをあらわしているが、候補地及び市庁舎内施設整備の概要、資金計

画について、現在の進捗状況をお伺いいたします。 

 重ねて、ＰＦＩ、Private Finance Initiativeの導入による複合施設型の市庁舎整備、及び

公共還元型の収益施設の公募管理制度の創設について、市の見解をお伺いします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  １問目の、市庁舎整備の進捗状況につきましては、先日堀江議員にも

答弁したように、来週１３日の全協で皆様方に御説明させるということを通告しておりますの

で、ここの場では御説明を控えさせていただきます。 

 そして、２番目のＰＦＩを導入した複合施設型の庁舎整備等についてはお答えいたします。 

 全国の先進事例は、行政庁舎だけではなく、市民ホールや図書館といった公共施設やカフェ、

コンビニ、銀行といった民間施設が一体となった利用者の利便性が高い複合化を図った行政庁

舎が存在しております。 

 また、事業方式もさまざまで、それぞれにメリットやデメリットが存在いたします。 

 議員から御質問があったＰＦＩ導入した複合施設型の市庁舎設備等につきましては、施設整

備の設計や建設工事、維持管理や運営等において、民間が持つノウハウを活用することによっ

て、安く質の高い公共サービスを提供できる手法の１つとして有効であると思いますが、本市

における庁舎整備がＰＦＩ事業に適しているか、その導入可能性調査の実施、実施事業者の選

定、事業実施等の複雑な手続きや相当時間を要することなどを総合的に判断し、現時点におい

ても難しいと考えております。 

 議員御質問の公共還元型収益施設の公募型管理制度につきましては、平成２９年に都市公園

法が改正され、飲食店、売店等の公園利用者の利便向上に資する公園施設の設置と当該施設か

ら生ずる収益を活用してその周辺の園路、広場等の整備、改修等を一体的に行う者を公募によ

り選定する公募設置管理制度（Ｐａｒｋ－ＰＦＩ）が新たに設けられました。それらのことか

ら、豊島区にあります南池袋公園などはこの制度を先取りした事例と言われておりますが、本

市に公園は難しいのと、庁舎に関しても、これからの私たちの調査と皆さんとの意見ありきだ

と思いますので、その辺のお答えは、ちょっと今の段階では難しいと思います。 
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○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  新市庁舎に関しては後日お話しいただけるということで、そういった

御説明がありましたが、私の考えとしては、市庁舎整備に関しては、条件つきで賛成というと

ころです。 

 私の条件としては２つあります。まず、その前提として、今回も一般質問で話題に上がりま

した道の駅に関してです。道の駅に関しましては、実際黒字化されているものというのは、全

国でも２割程度と伺っております。その黒字化されている道の駅には幾つか条件があるらしい

のですが、その中の１つに、地元の利用者も買い物に来るというのがあります。それに先立っ

て、私の１つの提案として、新市庁舎をどこに建てるかはまだ存じ上げないですけれども、建

てるのであれば、まず１階に、道の駅とはいわないので、道の駅的なものの商業施設を、地元

の産品が買えるような、そういった商業施設をまず１階に置いていただく。その上に、２つ目

の提案なんですけれども、せめて市の公共施設、体育館、公民館も含め、かなり老朽化が進ん

でいて、イベントをやるにもちょっと心もとない感じが正直しておりますので、せめてのど自

慢規模のイベントを呼べるようなホールというのを、その市庁舎の上につくっていただいて、

そちらを利用される方、市内外の方がいらっしゃると思うんですが、そういった方が、そのた

びに市庁舎を訪れて、今回の議場コンサートのように、音楽に耳を傾けて、帰りに１階の商業

施設で買い物をしていただくといったようなものを民間に任せる、民間にお願いして運営をし

ていただくといったものがあるんですが、こういったものに関してどのようにお考えでしょう

か。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  御意見として伺っておきます。実際にホールは民間で経営していただ

いているところも、私どもも把握しておりますので、その辺、研究しますが、荒井議員お一人

の意見だと思って受けとめます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  それと、先ほどＰａｒｋ－ＰＦＩの件についても市長のほうで言及さ

れましたが、先日、久保居議員と堀江議員のほうでも質問の中でお話がありましたが、八溝県

民休養公園、通称四季の森に対してこういったＰａｒｋ－ＰＦＩの適用というものは可能でし

ょうか。お伺いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  Ｐａｒｋ－ＰＦＩはあくまでも都市公園ということになっ

ていますので、都市公園ではないものですから該当しません。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 
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○４番（荒井浩二）  都市公園法にかかわらず、ＰＦＩによって県と協議した上で四季の森

の活用をするといったことは可能でしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  あそこに関しましては、私どもの所管する公園ではありま

せんし、くどいようですが、あくまでもＰａｒｋ－ＰＦＩは都市公園ということになっていま

す。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  Ｐａｒｋ－ＰＦＩではなくても、ＰＦＩではなくても、北茨城市の事

例でいうと、市長と企業の関係において、別に事業体を持たずに実際に実行して成功をおさめ

ている、まだ成功と呼ぶには早いかもしれませんが、実際に実行されているところもあります

ので、市長のほうでもトップセールスでもって、なるべく市の外から資金を持ってきて市の発

展につなげていただくようにお願い申し上げます。 

 それでは、市庁舎整備に関しては答えられないということで、次の４番の質問に移らせてい

ただきます。近年、ＬＧＢＴの権利をめぐる議論が世間で盛んに行われている。セクシャリテ

ィの多様性への理解を深める教育を市でも行っているようだが、個々人のパーソナリティも含

めた多様な価値観について、市の見解と姿勢、取り組みについてお伺いします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  セクシャリティの多様性や多様な価値観について市の見解と姿勢、取

り組みについてお答えします。 

 平成２８年１１月２８日月曜日に開催しました、なすから人権フォーラムにおきまして、性

同一性障害の講師をお迎えし講演をしていただきました。より広く学んでいただきたく、社会

教育に携わる地域の方々や市内小中学校の教員の方々にも参加をいただいたところでございま

す。 

 また、幼少期のころから多様性が当たり前となる環境をつくることが望ましいと考え、毎年、

小中学校の人権担当の教員を対象とする研修会を行っているところであります。 

 平成３０年３月には、本市の男女共同参画計画を策定しました。この策定計画の根底にある

のは、人口減少・少子高齢化や社会経済情勢の変化など、さまざまな課題に対応していくため

には、市民一人ひとりが性別などにとらわれることなく個性や能力を発揮していくことが重要

であり、男女の人権の尊重を基本としていることは言うまでもないことであります。 

 そのため、市では、男女共同参画に関する教育・学習の充実の施策の１つとして、学校教育

の場面や社会教育の場面で性別や性的マイノリティ、いわゆるＬＧＢＴに関する理解を深める

ための取り組みをしたいと考えております。 
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 多様な個性を認め合う基本的人権の尊重の考え方が必要であり、着実に推進してまいりたい

と考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  先日の人権フォーラムの件は、私も知人よりお話を伺っておりまして、

その方は、中学生のお子さんがいらっしゃる方なんですが、実際、そういった人権フォーラム

のほう、その方はＰＴＡか何かの絡みで出席されたようですが、自分にとっては全く未知の世

界観、価値観だったようで、かなり勉強になったとおっしゃっておりました。 

 先ほどの議場コンサートでも、男女共同参画についていえば、昔は、私が吹奏楽部員だった

ころには、男は重い楽器を持って、女の子は比較的軽い楽器を持つといったようなことが往々

としてなされていたんですけれども、それにほとんど拒否権はなかったんですが、先ほどの議

場コンサートを見ると、男の子が軽い楽器を使って女の子が一番重い楽器を使うというような

ことで、今までのそういった先入観による楽器の振り分けというのは、今、烏山高等学校に限

ってはないのかなという印象を受けました。 

 こういった人権教育なんですけれども、実際、学校という教育の現場ではどういった取り組

みを行っているのでしょうか、お伺いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  ＬＧＢＴに限らず、マイノリティに関して、いじめの温床にならな

いようなということで、友達間の言葉使い、その他、挨拶をきちんとする、また丁寧な言葉を

扱うというような基本的な指導を各学校一丸となって進めているところでございます。 

 それから、ＬＧＢＴにつきましては先ほど市長からもお話しありましたように、講演等を行

っていますが、講演でいらっしゃるＬＧＢＴだと公言なさっている方から、大体２０％程度い

るはずなんですが、各小中学校でいますかというのは、潜在的な数字であって、ほとんど実際

にはあらわれておりませんというふうにお答えをしております。 

 そういった中で、無理やり自分のほうから発表するというようなことは強制すべきものでも

ありませんし、ただ、そのような状況の子があった場合には、そういった子を丁寧に、教職員

以下、関係機関と連携とりながら見守っていく、または育てていくというようなことを学校全

体に校長からも十分徹底するようにというような指導をしております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  ちなみに、個々の生徒への対応なんていうものも行われているのでし

ょうか。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 
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○教育長（田代和義）  個々の生徒というのは、どういう生徒かちょっとわからなかった…

…。（「該当するような」の声あり）現在のところ、ＬＧＢＴと思われる子、またはそういう

ふうに言っている子というのはございません。保護者からも、そのようなお話は伺っておりま

せん。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  了解しました。市では、今のところ、余り問題とはなっていないよう

ですね。近年、世界でもこういったＬＧＢＴをめぐる議論というのは大変盛んになっておりま

す。世界でも同性婚が認められたりとか、日本でも渋谷区のほうで同性婚を認める条例をつく

ってＬＧＢＴの方が結婚できるような環境、市のサービスを受けられるような環境というもの

を提供しているようです。アジアに関しては、隣国の台湾でも年内に恐らく同性婚が認められ

る方向になるとは思うのですが、那須烏山市では、こういった同性婚を認めるような条例とい

うものに関してどのように考えておりますか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤市民課長。 

○市民課長（佐藤加代子）  現在、日本では同性婚という制度自体が認められていないわけ

でして、ただ、性同一性障害の方が性別を変更することができまして、性別を変更した場合は、

例えば男性だった方が女性になった場合は男性との婚姻が認められるようになっておりますの

で、そういったことは可能かと思いますが、同性婚についての条例というものについては、現

在、市では特別に対応する予定はございません。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  現在は対応も検討されていないし議論もなされていないということな

んですが、私は正直に申し上げて、普通に女性が好きな、いわゆるストレートというタイプの

セクシャリティなんですが、こういった議論というのは、あらかじめ準備をしていかないと、

いざ巻き込まれたときに対応ができないということも十分考えられます。私が多様な価値観を

認めるまちづくりというような言い方をしたのは、ＬＧＢＴに限らず、今、未婚の方だったり

いろんな価値観を持ってらっしゃる方が大勢いらっしゃいます。そういった方たち、特に今な

んかはネットで子供部屋おじさんなんていうワードが浮上してきたり、子供部屋に住んでいる

おじさんという、単純に親と同居している中年の男性をあらわした言葉なんですけれども、そ

ういった、いろんな家庭環境、事情、セクシャリティ、個性を持った方も非難されることがな

いよう、平等に価値を認められて社会に貢献できるような、そういった価値観への取り組みと

いうものを市でもこれから考えて議論していってほしいと思います。 

 これで、私の質問、４つの項目なんですけれども、以上で私の質問のほうはこちらで終わり

にさせていただきます。執行部の皆様、答弁ありがとうございました。 
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○議長（沼田邦彦）  以上で、４番荒井浩二議員の一般質問は終了いたしました。 

 ここで休憩いたします。再開を１１時２０分といたします。 

休憩 午前１１時０９分 

 

再開 午前１１時２０分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き再開します。 

 通告に基づき１２番渋井由放議員の発言を許します。 

 １２番渋井議員。 

〔１２番 渋井由放 登壇〕 

○１２番（渋井由放）  皆さん、こんにちは。１２番渋井由放でございます。ただいま沼田

議長より発言の許しをいただきました。本日は、傍聴席に多くの皆さんにお越しをいただいて

おります。市政にこれほど関心があるんだなと、一般質問をするのに当たりまして身の引き締

まる思いでございます。 

 それではまず、３月に退職をされる方が数多くいると、このようなことでございます。長年

にわたりまして市政発展のために、また旧烏山町、旧南那須町よりお仕事をされていただいて

いるということでございます。感謝を申し上げたいと思います。今後も、健康に留意をされま

して、ますます御活躍いただきますようお願いを申し上げたいと思います。 

 それでは、一般質問、通告書に従いまして５点の質問をさせていただきます。 

 １点目につきましては、市の借りている土地について。２点目、環境基本計画の推進状況に

ついて。３は、ディスポーザーの利用について。４、水道管更新計画について。５、まち・ひ

と・しごと創生総合戦略についてでございます。 

 執行部におきましては、明快なる答弁をお願いして、質問席から質問をさせていただきます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  それでは、１点目、那須烏山市が借りている土地についてでござい

ます。当市は、道路用地、図書館、保健福祉センター、龍門ふるさと民芸館、そして同僚議員

からも出ましたけれども、旧武道館など、公共用の施設等の多くの土地を借りているというこ

とでございます。 

 現在、借りている土地の面積、総計何平米になるのか、また、これを年間借りている賃料が

あるわけでございますけれども、その賃料は幾らになっているのか。また、土地は民法では最

長２０年ということになっております。その契約の更新と、こういうのはどのように行われて

いるのか伺うものであります。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 
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○市長（川俣純子）  市が借りている土地についてお答えいたします。 

 市では、毎年１月に庁内全課長各局を対象とした有償借地調査を実施しております。その調

査結果によれば、平成３０年１２月末現在、市が借りている土地は全部で１４万２,８３８平

方メートル持っております。市が支払っている賃借料は総額で１,２８５万３,８３８円となっ

ております。契約方法や契約期間についてでありますが、市が借りている土地は行政施設用地

として借りている土地であるため、施設を所管する担当課において契約を締結しております。

合併前の旧町時代からの契約が継続されているものが多く、当時の用地交渉の背景が異なるた

め、毎年単年契約を締結しているものや、複数年契約を締結しているもの、さらには現在の契

約内容を継続する自動更新されているもの等、契約方法や契約期間はさまざまでございます。 

 現在、施設の利用計画等から市として必要性が高い借地につきましては、購入に向けた用地

交渉を一部進めております。 

 また、施設の廃止や統廃合等により借地契約が不要と判断されるものにつきましては、借地

契約を終了させるなど対応をとっている状況でございます。 

 今後につきましても、機会を捉えながら、借地契約が必要か不必要かの判断を含めた契約内

容の精査をしてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  まず、旧烏山町から借りているものと旧南那須町から借りているも

のと、さまざまな契約が、やり方が違ったというようなお話かなと思います。 

 新市になりますと、やはりその辺の整合性を、整合性というか、しっかり捉えて、同じ物差

しで物事を考えていかなければいけないんじゃないのかなと、こういうふうに思うわけです。

まず、その一つ一つ個別な話は別にして、大まかな話として、そういうようなことの理解でい

いでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  議員と同様に私も思っております。私も、議員時代、この質問をして

おりますので、どうにかできないのかと私自身思っているところではあります。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  それでは、この新市になってから契約の更新をしたものがあったの

ではないかなと思うんです。もっと前からも、町のころもあったかもしれない。契約更新時に、

金額が例えば上がったとか、例えば下がったとか、そういうような変更になった契約というの

は何件ございますか。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  ここの上がった下がったについては、ちょっと把握しておりませ
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ん。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  そうしますと、物差しを今度つくろうと、仮にこういうふうにいた

しましょうか。いろいろ話を聞いた話ですから、間違っていればあれなんですが、昔は、例え

ば、田んぼだったそこに米をつくっていた。そうすると、米１０俵当たり幾らなんだと、こう

いうようなことで決めたんだというような話がございます。そうしますと、その話は、米が

１反歩１０俵だと、できるんだと。２万２,０００円なんだと。経費もかかるから１反歩当た

り１０俵とれて２万円と計算しようと。すると、１反歩２０万円だと、こういうのが非常に多

いのではないかなというふうに思いますが、これは推計ですが、その辺、いかがですか。だか

ら、１,０００平米当たり２０万円というのは結構多くないですか。ちょっと調べてください。 

 そうしますと、仮にそれがそうだとすれば、１,０００平米２０万円、１反歩２０万円ぐら

いです。そこで、今、農政課長に、大ざっぱでいいです、細かくはいりませんけど、こしひか

り２万２,０００円だった、１俵。去年あたりは幾らぐらいになっていますか。 

○議長（沼田邦彦）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  昨年ですと１万４,０００円程度です。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  もう一度確認します。前は２万２,０００円だったと。１万

４,０００円で本当に大丈夫ですか。 

○議長（沼田邦彦）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  入札価格では１万４,０００円になりますが、当初、例えば農政

課で民間から借り受けた農地のふれあい農園事業もございましたが、当時、平成７年の相場で

いくと、そういった所得補償の観点で算出した経緯はございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  そうすると、土地の価値は簡単に言うと、生産性とかそういうこと

からすると、下がっていると、こういうことになるのかなと。あと、税務課長に、これ、細か

くはいいです。今、市民の皆様からは固定資産税をいただいているわけです。それは市が勝手

に決めて国民の義務だといって取っていく、使っていなくても取っていくわけですよ。市は使

っていなくてもお金払っていたりなんかしているんだとは思うんですが、評価額というのはお

おむね上がっているのか平らなのか下がっているのかというと、どの辺になりますか。 

○議長（沼田邦彦）  水上税務課長。 

○税務課長（水上和明）  まず、税金でございますが、税金は納めていただくものと私は理

解しております。 
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 それと、評価額ですが、全体的に見ますと、少し下がっている傾向にあるのではないかと思

っております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  最近、都会では土地の価値ががんがん上がっているんだという。た

だ、田舎では土地の価値は下がっているんだというようなことを考えますと、契約更新に行く

にしても、現状というのはこういうふうになっていますよ、だから少し下げてもらえませんか。

少なくとも評価額は下がって、例えば土地の税金は下がっているので、同じだとそれだけ収入

ふえますから、せめてその分だけ下げてくださいとか、交渉術があると思うんです。市のほう

もお金がないので改革を進めていくんだと、こういうふうな話を常々しますが、じゃ、どこで

どういうふうにやるんだというようなことも含めて、今、１,２８５万円というふうな年間の

支払いをしていると。もちろん、これは返した土地もたくさんあるんですけれども、もう１回、

土地というものがどのぐらいの評価なんだというのを見直してみたり、自分が評価している税

金で見てみたりというようなところからやっていただければなと、こういうふうに思うんです

けれども、その点についてはいかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  毎年更新のところについては、価格について毎回お話をさせてい

ただいたところでございます。 

 その中で、固定資産税額等を参考にしまして交渉させていただければと思っています。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  とはいっても、貸すほうは、そんな話は聞けるかと、こういうよう

なことで、大変厳しい交渉になるのではないかなと思うんですが、そこを粘って何とか交渉を

してくると。基準がないわけじゃないんですよ。自分で評価をして、あれ、３年に１回なんで

しょうか、評価をするのは。税務課長。 

○議長（沼田邦彦）  水上税務課長。 

○税務課長（水上和明）  評価がえは３年に１回ということになってございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  そういうきちんとした資料を自分で持っているわけですから、そう

いうことでお金がないので市民のサービスを切るとかというのは、もちろんしようがないとこ

ろがありますよ。ただ、自分たちの努力というのがどこにあるんだというのが、私、言いたい

話なんです。皆さんはあんまり努力をしない、市民のサービスを切るよでは、市民は納得はし

ないのではないかなと、こういうふうに思うところでございます。 
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 それで、これは同僚議員が話をしましたが、旧武道館の話をします。旧武道館は、地震で傾

いてしまったという表現がいいかどうか、解体して返すべきだと、私も全く同意見だなと、こ

ういうふうに思うんですが、現地へ行ってみますと、そこには問題があるのかなと、こういう

ふうに思います。 

 それは、浄化槽の問題かなと思うんですが、弓道場と旧武道館というのは浄化槽は１つなん

でしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  議員のおっしゃるとおり、１つを共用しております。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  そうしますと、浄化槽が残ると返すに返せないと、こんなようなこ

ともあるのかなと思います。または、小さい浄化槽を設置すれば浄化槽も壊せるのではないか

と、このように思うんですが、いかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  前にお答えしています取り壊しの設計の中には、現在の浄化

槽は旧武道館と共用ですので５０人槽の大きいものが入っています。今度、弓道場だけという

ことになれば、規模が小さいのに敷設がえをしたいということで、そちらの工事費等の積算も

設計書には入れてもらってあります。場所については、再三言われているものですから、敷地

返却ということになれば、弓道場の芝生の部分あたりに設置するのが適当かなというふうには

考えます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  弓道場は芝生ありまして、その先に的があるんです。そうすると、

的へびゅっといくわけですから、芝生の部分はあんまり使わないのかなと、こういうふうに思

うところなんですが、あともう一つが、烏山にも武道館というのがありまして、弓道場もあれ

ば剣柔道場というんだか、空手場というのがありますけど、言い方はあれなんですが、烏山の

ほうは自前の土地ですけれども、こっちの武道館ができれば、あれはどういうふうになるんで

すか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  烏山のほうの武道館並びに弓道場につきましては、現在も利

用なさっている方がいらっしゃいます。弓道場のほうについては当面残すということで、統合

するということは、弓道場のほうはちょっとまだ検討はしていないところです。武道館につき

ましては、計画的にあそこを道路の拡張等というのがありますので、それが現実的になると、

武道館のほうもひっかかるということがありますので、そのときには取り壊しをしなければな
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らないというふうに考えています。 

 ことし、来年のうちに統合して潰すというのは、今のところ、ちょっと計画はしていないと

ころです。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  １つ、私は別に潰せとか潰さないとかというわけではないんですが、

大きな原則からすると、新しく整備をするとそこへ移ってもらうというのが、この那須烏山市

というか、烏山と南那須が合併したときの原則かなと、こういうふうに思うんですが、その点

はいかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  その点は、こちらに武道館ができるときに、向こうの団体の

ほうにも働きかけをして、なるべくこっちを使っていただくように話はしております。ただ、

昼間、軽体操等やってらっしゃる方々については、畳の運動場というのが烏山になかなかない

ものですから、まだそちらのほうでお使いいただいているというのが実情です。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  前例にとらわれなく、経費の節減をするんだと、こういう中にあっ

て、電気代や水道代や、さまざまなものがかかる。ただ、私は残してもらいたいのはやまやま

です。市長もそうだと思うんですけども、そういう話を聞いて、市長、考えるところがありま

したら、ひとついかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  武道館につきましては、今後の中央公園の整備とかも出てくると思い

ますので、その辺によって取り壊しや設計とかが出てくると思いますので、そのときにあわせ

て考えていきたいなと思っております。 

 また、使用しているのは大分、こちらに新しくできました武道館で試合等は多く使っていた

だいていますので、徐々に改善できるのかなと思っております。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  これが、こんなことはできるかできないかわかりませんけれども、

南那須の弓道場を潰してそっくり返して、烏山の弓道場を使うということであれば、土地はそ

っくり返せるし、浄化槽なんか使わなくて済むと、こういうふうに思うんですが、その辺はい

かがですか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  議員おっしゃられるとおりだとは思いますが、それについて

はちょっと検討はまだしていない段階でございます。 
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○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  別に南那須にそういうスポーツ施設をつくるというような理解は、

当然私もしております。そういうことが合併時のお話だったというのも重々承知しております。 

 しかしながら、今のあそこの旧武道館の隣というか、旧武道館の一帯は、ハザードマップで

いえばどういうような地区だか、簡単に、総務課長。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  浸水想定区域内になっております。（「何メートルぐらい」の声

あり）すいません、資料を持っていませんので。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  １０メートルから２０メートル、あそこ、沈むというような想定で

すから、あくまでも。でも、この地球変動がありまして、シミュレーションをしっかりして県

が出してくれたものなので、そういうことを考えますと、旧武道館、または弓道場、そういう

ものをもう一回見直して、烏山潰しちゃって南那須でやっていたらば水害食っちゃったよとい

うんであれば、南那須潰して土地は返すわけですから、そして烏山の弓道場を使うと。いや、

使いづらいんだとか何とかっていろいろ話は出るのかもしれませんけれども、合併してものを

１つにするんだということは、使いづらいとかって、そういうのはもうやむを得ないんだよ、

お金がないからしようがないんだよと、こういうようなことなのかなと、こういうふうに思い

ますので、新しい発想でもってやっていくんだというのが川俣市長の３１年度の話でございま

す。ぜひ、それも踏まえて検討して、そうすれば、簡単に言うと分筆しなくてそっくり返せる

んです。旧武道館だけ壊すから分筆する。分筆する費用って大体計上というか、計算というか、

どのぐらいするかというのを御理解いただいていますか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  申しわけありません、まだ計算しておりません。すいません。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  大体、私、矢口土地家屋調査士さんかな、そこまで行って聞いてき

ました。そうしたら、５０万円ぐらいじゃないのというような話をしておりました。それはそ

れで、そういう費用もかかりません。 

 もう一つ、今度、消費税が上がるということで、我が市の予算にも、消費税が上がるという

のは組んであるんでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  １０月から消費税１０％の計算で、各課予算要求させており

ます。 
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○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  そうしますと、旧武道館の解体というのはかなりの費用がかかるの

かなと、こういうふうに思います。かなりの費用がかかるということは、やすらぎ荘ですか、

あの辺は２,０００万円ぐらいの予算が出ていますから、やすらぎ荘の２,０００万円は高いな

という気はしますけれども、旧武道館じゃもっと高いのかなと、こういうふうに思いますが、

いかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  取り壊しの費用については、設計額で申し上げますと、建物

本体の取り壊し、それから先ほど申し上げました浄化槽の入れかえ、それから地中に埋まって

います５８本のコンクリート柱の引き抜き、全部含めて約４,０００万円ほどの設計額となっ

ています。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  多分、４,０００万円よりかかるんだと思うんです。ちょっと盛り

立てているから土も運び出さなきゃならないし、逆に安いと思うんです、４,０００万円では。

もしかすると、追加になっちゃうかもしれないなという思いがありますが、そうすると、

４,０００万円の２％というのは幾らになるか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  多分、４,０００万円の２％ですから、８０万円。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  これ、消費税前にもう設計ができている、発注すれば８０万円助か

るというふうに考えるというようなことかなと思うんです。すると、分筆５０万円ですから分

筆もできると。そして、下水というか浄化槽はもうちょっとすると思うんですが、意外に、や

るなら早くやって、わざわざ税金、そこにあるんだよ、多分、市は優しいんで、企業が消費税

上がってから仕事がないと困ると、経済対策で出すんならば、そういう意味合いがあるなら別

です。市長、どうですか。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  確かに早くしたほうがいいとは思いますが、土地交渉というのは相手

がありまして時間がかかることなので、ここで言ったからといって、すぐに、はい、どうぞと

いうわけにはいかないと思いますので、それが１０月までに間に合うかというと、契約書を交

わすことになりますので、なかなか難しいのかなと思っております。 

 今までも交渉に伺っていないわけではないので、その辺は早急に進めたいなと思っておりま

す。 
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○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  いずれにしろ、土地は借りていても解体はできるんです。更地にし

たから返すというのと、更地にするというのは全く別問題なんです。設計ができていて、すぐ

やれば８０万円助かるよと。だったら、やったほうが、私みたいな単純な人間はそういうふう

に思うんですけれども、それはここでやっていても時間がなくなっちゃいますので、次に進み

たいと思います。 

 次、自治会館の用地について、ちょっとお話をしていきたいと思います。 

 南那須、あと烏山、この長い歴史の中で、さまざまな観点から自治会館があって活動の拠点

として設置をされていると。大切な施設であるというのはよくよく私もわかっておるんですけ

れども、まず、自治会館、この土地を分析しますと、１つは土地を所有して設置しているとこ

ろ、これはほとんどないと思います。私が住んでいる高峰パークタウンは、自分で法人化して

土地を所有してということになっています。ただ、これは税金は免除になっております。次は、

土地を借りて設置しているところ、これは大金自治会さんなんかはそうらしいですけれども、

自分で自治会で土地を借りてそこに設置して料金を払っていると。あと、市から借りて、借地

料は無料で、簡単に言うと学校跡地みたいな理解かなというふうに思います。市が借りて貸し

ているところ、こういうのもあるんです。２カ所ほど。あとは、全然自治会館はないよという

ところももちろんありますし、今度は例えば烏山の公民館をこれからどういうふうに話しして

いていくかわかりませんけれども、公民館を自治会館のように利用されていて、今度は公民館

を設置するのか、それを譲ってあげるのかというような交渉を今やっているんじゃないかなと

いうようなことで、同じ自治会館の土地について、物差しが違うような気がするんです。 

 最大の問題は、土地を借りて、また貸しはただだというような案件があると。その辺だけじ

ゃないです。これ、全体的に同じ物差しで考えないと、今までただで借りていたのにどうのこ

うのとなりますから、こういうようなまた貸しをただでしているところ、そういうものを全部

いろいろ精査をして、それで収入アップに、例えば今まではただで貸していたんだけど借地料

取るよとか、それでこっち埋め合わせするよとかというふうにしないと、市民に対して公平、

平等ではないんじゃないのかなと、こういうふうに思うんですが、その点についてはいかがで

すか。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  議員おっしゃるとおりだと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  この長い歴史の中で、当然行ってきた経緯がございますので、一朝

一夕になるとは思っておりませんけれども、ただ、こういうふうにしなければならないという
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方向性はしっかり持たないと、いつまでたっても変わらないということなんです。 

 常々言います。補助金カットだとか何とかという前に、こういうのは隠れ補助金だと思うん

です。隠れキリシタンといってなりましたけれども、そういうような価値のあるものじゃなく

て、隠れ補助金だと、こういうふうに理解をするところで、勝手に、こういうようなところか

ら経費節減を図っていくという、そういう気持ちがないと、あれも切ります、これも切ります、

人斬り以蔵って昔おりましたけど、明治の改革のときに。それもそれで役に立ったかもしれな

い。切るばっかりじゃなくて中身をしっかり分析して、どうやったら平等公平になるんだと、

そういう観点から、庁内でよくよくやっていただければなと思います。 

○議長（沼田邦彦）  ここで休憩いたします。再開を午後１時といたします。 

休憩 午前１１時５３分 

 

再開 午後 ０時５９分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  続きまして、環境基本計画の推進状況というところに行きたいと思

います。 

 本市は、平成２１年３月に那須烏山市環境基本計画と、こういうものを策定いたしまして、

２６年３月に見直しを行い、そして平成３０年度をもって計画が終了するということで、今現

在は次の素案というものが示されておるわけでございます。これはホームページに載っており

まして、その素案の中で、循環型社会の構築という項目がございます。これは１７ページにな

るんです。目標が未達成なところが３つほどありまして、目標未達成の中で１つずつお話をさ

せていただければなと思います。 

 循環型社会の構築というところの一般廃棄物の最終処分量が、目標が６９２トンのところ、

これは平成２９年度実績ですから３０年度実績ならば達成しているかどうかわかりませんが、

７６２トンとなっておりまして、目標が未達成になっていると。このトン数であらわしてもい

いんですけども、私にすれば、人口減少とかそういうのもあって、率的に考えてあらわしても

らえれば、頭に入るし整理しやすいのかなと思うんですけれども、その辺の御回答をお願いで

きればと思います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  一般廃棄物の最終処分率についてお答えいたします。 

 市の一般廃棄物は、南那須地区広域行政事務組合保健衛生センターに搬入され、中間処理を

行い、処理過程で発生した焼却残渣や不燃物残渣が最終埋立処分となります。 
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 南那須地区広域行政事務組合には、一般廃棄物の最終処分場がないため、焼却残渣について

は群馬県草津町にあります株式会社ウィズウェストジャパンに最終処分を委託し、不燃物残渣

については山形県米沢市にありますジークライト株式会社に最終処分を委託しております。 

 本市から広域の保健衛生センターへ搬入された一般廃棄物の搬入量、最終処分量、最終処分

率については、過去３年間のデータは次のとおりになります。 

 平成２９年度は搬入量が８,０４３トン、最終処分量が７４８トン、最終処分率は９.３％、

平成２８年度は、搬入量が８,０３０トン、最終処分量が７８７トン、最終処分率は９.８％、

平成２７年度は、搬入量が８,２０３トン、最終処分量が７８１トン、最終処分率は９.５％で

あります。 

 一般廃棄物の搬入量、最終処分量は減少傾向にありますが、最終処分率につきましては多少

の前後があります。 

 最終処分につきましては、多大な委託費用がかかることから、南那須地区広域行政事務組合

保健衛生センター並びに構成市町で協力し、最終処分量の削減に向けた調査研究を進めてまい

りたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  ありがとうございます。最終処分、これで見ますと、一般廃棄物の

資源化の率じゃなくて一般廃棄物最終処分量が、２４年の実績が８０７トン、２９年度の実績

が７６２トン、進捗率が３９.１％という。３９.１％というのは、目標からするとかなり低い

数字ではないかなというふうに思いますが、これはいかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  当時、計画をつくりましたときには、意欲的な数字を上げていた

わけですが、実際としては、そこまで至らなかったのが現状でございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  目標が高かったというのも１つあると思います。かなり開きがある

ということでございます。 

 それで、今度は、一般廃棄物の処理基本計画というところに、ページでいうと８ページなん

ですけれども、今御説明いただいたように、こういうごみ処理のフローというのがありまして、

焼却処理をしたのはウィズウェストジャパンとジークライトに最終処分の埋め立てをするんだ

ということでございます。 

 最終処分、埋め立てをするんですけれども、今、広域行政では、流動床炉焼却炉と、こうい

うもので焼却をしておりまして、下から空気を吹き上げる、いわゆるブロワーをすると。上の

砂が流動化して固形物が下に下がってくると。それを排除して別枠で焼却残渣と、こういうふ
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うな流れだと思うんです。そういう流れの中で、まず、どういう出てくるものが正常だという

ものを分析されていますか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  焼却残渣として出てくる分につきましては、実際、目視で確認は

しているんですが、成分組成については検討しておりません。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  そうなりますと、多分なんですけど、まず砂とか小石とか、そうい

うものが燃えないと。そして、ガラスが燃えない、あと陶磁器が燃えない、あと金属が燃えな

いと。あとは、大概砂の中に埋もれていってきれいになっちゃうのかなと、こういうふうに思

うんですが、その辺、見た目でどんな感じになっておりますか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  実際、落ちてきた約１日１トンぐらい出るらしいんですが、それ

をバケットに受けたものを見たところ、ちょっと目立ちますのが、コンクリがらみたいなちょ

っと大き目なものです。あと、皆さんノートをイメージしてもらうとわかるんですが、ノート

のところの端っこに針金みたいなのがございます、丸いやつ。あんなものとかスプリング、そ

ういったものと砂が大体見えるところではありました。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  そうしますと、丸いものというのは磁選機ついていると思うんです

が、磁石につかないというのは、円というのは外接する直線は１点で交わるということで、丸

いものって磁選機につかないような感じなんです。それはそんなに数はないと思うんですが、

それを分けているということはありますか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  特別それを分けるという方法ではなく、今おっしゃいました磁選

機にひっかかったものだけを金属として集めております。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  分ければ資源、捨てればごみということに昔から言われております

けれども、まず、燃やすと１日１トン出ると。そうすると、こんな性状のものが出るんだと。

それは燃えるごみに入ってくるんだよと。市民の皆さん、燃えるごみに入れないでって、１日

３万円ぐらいの処理費だと思うんです。１トン３万円ずつ出しているんですけどみたいな、

１つのやり方もあるのではないかなというふうに思うんですが、その点はいかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  広域におきましても、最終処分の量を減らすということは、議員
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おっしゃるように１トン３万円ほどかかっておりますので、非常に費用の減少効果は高いと思

われます。 

 基本、ごみにつきましては、分別のことは資源化としてお願いしているわけなんですが、燃

えないものを入れないでほしいということも当然伝えていかなければならないことだと思って

おります。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  あと、燃え殻の保管状況というのは、多分、アームロールとか何と

かという、車に載せて引っ張っていくような、そういうところに入れていると思うんですけれ

ども、その辺、例えば屋根の下だとかテントを張っているとか、そういうことありますか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  積み込みますトラックの荷台のようなものなんですが、それにつ

きましては屋根のあるところには置いてございません。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  まず、それが砂だとか石だとかって仮に仮定しましょう。砂だとわ

かりやすいんですけど。まず、ここに普通の、これはコンクリートに入れる砂の性状を、骨材

の密度及び吸水率試験、こういうのを持ってきまして、この砂の吸水率、絶乾比重と表乾比重

というのがあるんですね。わかりやすく言うと、これが本当に正しいかということは別にして、

概念として考えてもらいたい。雑巾を水に入れてぎゅっと一生懸命絞ると。これが砂の表乾比

重だと。完全に乾かすと。そっちが絶乾比重だと。比重というか重さでもいいです。そうする

と、市長、どっちが軽いと思いますか。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  絞ったほうだと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  乾かしたほうなんで、すいません。それで、きょうのように雨が降

ると、流動床炉で一生懸命燃やして乾燥させたものが水分を吸うわけです。そうすると、水分

を吸ったものは重くなるという、これは単純な話なんです。その水分を吸う率というのは何％

だと、こういうふうになりますと、これは普通の砂ですから、決して広域の砂とか何とかとい

うんじゃない、いい砂と言ってもらいたいと思うんですけど、これは２.４％なんです。

１００トン出せば２.４４％余分にお金を払うということになるのかなと。つめで拾うような

細かい話なんですが、民間はこういうのを徹底的にやってコストを浮かすということなんです。

多分、アームロールで運ぶということになれば、アームロールで飛散しないように、多分、シ

ートみたいなのがついていると、こういうふうに思うんですが、その点についてはいかがです
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か。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  議員おっしゃるように、テントのようなものがついておりまして、

脇のほうのダイヤルを回すと開閉ができるようになっております。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  非常にそれは面倒なことかもしれませんけれども、毎日毎日癖をつ

けてやっていただければ、絶乾比重のまま持っていっていただけるのかなと、こういうふうに

思いますので、そういうようなことを広域に伝えてもらうことはできますか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  今までも特に設備投資しなくても閉める、あけるでしたらば、特

に雨の前の日には閉めるようなことは伝えられることができると思います。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  ぜひお願いします。 

 それと、出てきた砂やコンクリートの破片や、そういうようなものを再利用できるかどうか、

こういうことを考えたことはございますか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  残念ながら、その出てきたものを再度生かそうという発想はなく、

何か減らす方法はないかというところまでで考えがとまっておりました。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  砂であれば、私がぱっと思うのは、上下水道課なんかよく使うんで

すけれども、管の周りの保護砂、一般的にはまさ土山砂と、こういうふうに言うものですけど、

それは管を傷つけないように埋めるためのもので、強度その他は必要がないと、こういうこと

だと思うんですが、その点について、上下水道課長、どうですか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  水道管の周りには、山砂等を敷きつめております。ただいま

御提案のありました再生砂につきましても、使用可能であると考えております。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  それで、どういうふうな分析をすれば、その砂が安全で安心かとい

うところをまずやらないといけないんだと思うんです。そうしますと、私、いろいろ検討を重

ねた結果、栃木県土砂条例に基づく地質検査、こういうのを行えば、それが埋め立てていいか

どうかがわかると、こういうふうに思うんですけども、これは環境課の所管でしたでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 



平成31年第１回３月定例会 第４日 

－254－ 

○環境課長（小林貞大）  土砂条例につきましては、環境課が所管でございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  それで、どんなものを調べるんだと、こういうふうになるんだと思

うんですけれども、どうも調べてみますと、クロロエチレン、四塩化炭素、ジクロロエタンと

か、ずっとあるんです。まず１番が、第一種特定有害物質というようなこと。第二種特定有害

物質、これは多分燃えないもの、分解できないものだと思うんです。カドミウム、六価クロム、

シアン、水銀、アルキル水銀、セレン、鉛とか、あと第三種特定有害物質、そんなのもポリ塩

化ビフェニルとか、ＰＣＢというようなやつ、これも分解できないのかなと思うんですが、土

壌溶出試験の第一種特定有害物質なんかは、いわゆるダイオキシンが分解できるようなもので

すから、それが８００度だったと思いましたけど、その辺は高温でやれば。そうすると、こう

いう分析をまずしてみれば、もしかすると使えるかもしれないと、こんなようなあんばいが考

えられますけれども、この分析するのにはやっぱりお金がかかるわけでございます。大体、私、

見積もりをもらっていますが、１８万ぐらいだということなんですが、広域で、１回こういう

ような性状分析や砂の分析等をやってもらうように働きかけることはできませんか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  ごみの処理につきましては、以前から少しお話しさせていただい

ていますように、広域と那珂川町と那須烏山市のほうで環境衛生部会という部会がありますの

で、そちらのほうにまず上げてから、このような話があるのでというふうなことで相談するこ

とはできると思います。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  もし、お金もかかってできないということであれば、私、議員活動

の一環として政務活動費が出ておりませんが、みずからやりたいと、そうすれば、かなり私は

浮くんじゃないかというようなひらめきを感じているんです。市長、もしお金がなくてできな

いというのであれば私にやらせてもらうことはできますか。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  それは、個人でどういうふうに申し込めるかわかりませんので、その

辺も審議を経て考えさせていただきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  時間がどんどんなくなってきて、次に行きたいと思いますけれども、

もう一つ、し尿処理施設から出た汚泥というのは、今、焼却炉で燃しているんでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  し尿汚泥につきましては、約水分量を７０％に調整しまして焼却
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炉のほうに投入しております。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  このし尿汚泥というのは、下水道から出る汚泥と性状は全くとはい

いませんが、もう９９％同じようなものだという理解でよろしいですか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  すいません、下水道のほうの脱水汚泥については存じ上げていな

いですが、広域のほうの脱水汚泥につきましては、イメージ的には雷雨が降った後の泥水のよ

うなものがまず処理の過程で出てきます。そこに対して高分子ポリマー等、脱水補助剤を加え

てから絞るという方で、約７０％の水分量に調整しているところでございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  今の話を聞いて、上下水道課長、性状が多分全く同じものだと、こ

ういう理解になったと思うんですが、いかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  ただいまの説明で、私は全く同じだというふうにはちょっと

思えませんでした。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  その昔、下水道汚泥を広域行政へ持っていって乾燥させて、一緒に

して、肥料に売ったという理解は、環境課長、いかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  大変申しわけありません、２６年で大規模改修しまして、その以

前には、し尿処理施設から出たものの汚泥を乾燥させて売っているというのは知っていたんで

すが、上下水道課から下水道のものが入っていたことには、すいません、知りませんでした。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  そのようです。早い話が、水分量が多少多いか少ないかぐらいの話

で、性状は一緒で、乾かせば売れる品物だったというようなことなんです。 

 ところが、今は、残念ながら産業廃棄物で出していると。そうすると、焼却炉が産業廃棄物

の許可を取れば燃やせるというのが１つ。そうすると、上下水道課のお金は減るということに

なりますね。一般会計からの繰り出しが減っていくと、こんなようなあんばいになりますでし

ょうか。 

 ところが、考え方が１つ、助燃剤として買えば、商品ですから、今、多分、処理費等

３,０００円ぐらいかかっているんだと思うんです、上下水道の。幾らだったかちょっとあれ

ですが。１トン１００円で買ってくれればいいと。ただ、これは急に言われても難しい話なの
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で、後々よく検討していただきながら、いかに一般会計から繰り出すのが少なくなるかという

ことを考えてやっていただければなと思います。 

 時間なくなっちゃって、次の質問のほうで、環境基本計画の構築、やっぱりこの環境基本計

画の中では、これも達成率、資源化率ですね、９２.８％でやはり未達成だと。ただ、これは

随分いい数字だなというふうに思うんですけれども、その辺のところをどんな努力をなさって

いるか。また、この統計というのは一体どうなんだと。こういうのも含めて御回答いただけれ

ばと思います。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  資源化率のことでお答えいたします。 

 以前、資源化率を計算するに当たりまして、実際、広域に運ばれていないものの計上が多少

甘い年がございました。具体的に言いますと、途中で新聞販売店さんのほうで新聞を集めてい

た経緯がございまして、そちらのほうの把握がなかなか難しかったということがありまして、

今は各新聞店のほうに連絡してやっておりますので、資源化率が上昇しているところでござい

ます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  各施設といいますか、新聞屋さんとか、そういうさまざまなところ

を確認して、網羅して、資源化率をしっかり出してくれていると、こういうようなことかなと

思います。感謝申し上げます。 

 それで、当市は、社会福祉協議会やみつわ工房さんにスチール缶、アルミ缶、こういうのを

出しておりますけれども、こういうのも資源化率には入っているんですか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  各施設のほうから毎月報告いただいておりまして、資源化率のほ

うに加えてございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  特段に問題は、今のところ、こういう作業をやっていて問題はない

んでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  特に問題等は聞いておりません。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  それでは、みつわ工房さんでは南那須の２地区を今スチール缶やっ

ておるわけでございますけれども、烏山の１地区ぐらいまた持っていってできるかどうか、そ

の辺のところをお話ししていただいて、新しい年度からというような形はできないでしょうか。 
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○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  実際に受けていただくみつわ工房さんのほうと、まずお話をさせ

ていただきまして、処理能力にまだ受け入れる余地があるということでしたらば、ぜひ運び入

れたいと思っております。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  じゃ、その辺をお願いしまして、次、ディスポーザーの利用につい

てを質問をいきたいと思います。 

 まず、ディスポーザーの利用につきましては、何回も質問をさせていただいて、ディスポー

ザーがどういうものなんだと、何のためにそういうのをやるんだと、こういうことになります

けれども、環境基本計画の中に、これ、最も低い数字なんですけれども、市民一人当たりのご

みの排出量というのがございます。１日という。進捗率はなんと１０.１％であります。これ

は、立てているのが大きい目標なんですけれども、皆さんに協力してぐっと圧縮していこうじ

ゃないかと、こういうような話だとは思うんですけれども、私にすれば、ディスポーザーを導

入するというのは、こういう役に立つのではないかなと、こういうふうにも思っておりますけ

れども、御回答をお願いできればと思います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  ディスポーザーの調査研究の進捗状況についてお答えします。 

 下水道へのディスポーザーの接続につきましては、下水道管理者である各自治体が個々の下

水道施設の構造、処理能力等の特性を踏まえて判断をしており、施設への影響が懸念されるこ

とから、慎重な取り扱いを行っている自治体が多い状況であることについては、以前から御説

明させていただいたとおりでございます。 

 また、平成２９年度現在の、県内自治体におけるディスポーザーの導入状況によりますと、

まず直接投入型ディスポーザーにつきましては、禁止または自粛を要請している自治体が全体

の約７割の１７自治体、特に何も決めていない自治体が本市を含めて８自治体であります。直

接投入型につきましては、全国的に見ても多くの自治体が禁止、または自粛要請をしており、

採用しているのは大都市等の一部地域とのことであります。 

 次に、排水処理槽つきディスポーザーにつきましては、県内で設置を認めている自治体が約

４割の１０自治体、禁止または自粛を要請している自治体が約２割の６自治体、本市を含む残

り９自治体が特に何も決めていないという状況であります。 

 市では、検討を進めていく中で、県内の先進自治体への聞き取り調査や流域下水道の終末処

理場を管理している公益財団法人とちぎ建設技術センターと意見交換をしたところ、ディスポ

ーザーは設置時の費用やその後の定期的な配管の清掃、排水処理装置の管理費などの多額の自
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己負担を伴うことから、設置を認めている自治体内においても実際に設置されている件数は極

めて少ないことでありました。 

 本市としましては、このようなほかの自治体の現状を考慮するとともに、ディスポーザーが

設置されることで硫化水素が発生する危険性が増加するなど、下水道の機能を阻害する恐れが

あることから、ディスポーザーの設置及び使用につきましては、当面自粛要請をすることとい

たしますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  残念ながら、提案をしましたが受け入れられないと、こういうよう

なことかなと思うんです。私思うには、それはそれで執行権ございませんからやむを得ないこ

とでございます。 

 ただ１つ気になったのは、硫化水素が発生するということなんですけれども、どこで硫化水

素が発生するんでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  下水道につきましては、自然流下ということで勾配により下

水が流れるところでございますが、勾配がとれない箇所につきまして、ポンプを設置しまして、

それをくみ上げて再度高いところから流しているという状況でございます。 

 マンホールポンプが設置してある箇所にごみが堆積しますので、その箇所で硫化水素が発生

する恐れがあるということでございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  いわゆる中継ポンプ場やマンホールポンプ場、これに硫化水素が発

生するということですが、これ、常々流れてきてある程度の量になればまた水を流すというこ

となんで、別にディスポーザーから流さなくたって硫化水素は発生しているんじゃないんでし

ょうか。いかがでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  渋井議員のおっしゃるとおりでございまして、現在もマンホ

ールのふたに鉄ぶた等を設置しておりますので、それのさび等がひどくなり交換している事例

もございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  コンクリートはアルカリですから、硫化水素は当然硫酸というか酸

性なんで、それが腐食をしていくというような事態は一般的で、別にディスポーザー入れたか

らといって硫化水素が発生すると。うちの管路がたるんでて、そこにたまって硫化水素が発生

するんだというんなら話はわかるんです。その辺は私も理解できないんですが、時間がないの
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で、このディスポーザーの議論、これは何を言っているかというと、下水道の加入率が低くて、

お客さんというか市民の皆さんに使ってもらっていない。その中にあって、維持をしていくた

めにはどうするんだと。一番簡単な方法は、料金の値上げです。料金の値上げをする前に、一

体どんな方法があるんだと。一般会計から繰り出しても何か理屈がつくようなものがないのか

ということを一生懸命探した結果がこれなんです。簡単なんですよ。一般会計からどんどん繰

り出して、金なくなったら値上げするんだというような体制だと、今は。 

 じゃなくて、もっともっとこの下水道を広めていくためにはどうするんだと。そういうのを

しっかり考えて、新しいアイデア出していただいて、公営企業にするんだなんて出しているん

です、この中で。公営企業ということは、自分で商売ですから、３倍、４倍上げたって全然間

に合わないでしょう、今の料金。これは荒唐無稽な話ですよ。何の努力もしないで、市民の皆

さんから金取ろうという計画ですから。と、私は思います。 

 これについて、公営企業に本当にするんですか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  下水道につきましても、人口３万人以上の自治体におきまし

ては公営企業法を適用するということで国のほうで進めております。 

 私どもにつきましては３万人未満でございますので、これからやるようにということで、検

討するようにということで指示をいただいているところでございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  特別会計ですから、当然当たり前の話なんですが、その前にさまざ

まな努力をして、だって、どう考えたって無理ですよね、はっきり言って。そういう努力を

常々行ってもらいたいということで、次の水道管の更新、これについて行きたいと思います。 

 栃木県のホームページには、各県の水道のさまざまなものが並んで出ていまして、水道料金

は、うちは多分高いほうからナンバー２と、こういうようなことかなと思います。有収率は県

下ナンバーワンと、こういうことでよろしいでしょうか。耐震化率も県下ナンバーワンと、こ

ういうことで、悪いほうで言って三冠王一歩手前というようなところでございます。勝手に思

いますけれども、県下最悪の水道事業であると、こういうふうに言っても過言ではないと思わ

れますけれども、こういう中にあってアセットマネジメント策定を計画して、将来的に水道管

の更新を見直すと、こういう答弁をいただいておりますが、その後、どのようになっているの

か伺うものであります。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  水道管路更新計画についてお答えいたします。 

 市では、持続可能な水道事業の実現を目指し、効率的かつ効果的な経営を図るため、資産管
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理計画であるアセットマネジメントを今年度策定する予定であります。このアセットマネジメ

ントにつきましては、ことし４月、簡易水道事業の水道事業への統合を予定していることから、

統合後の水道事業に対応した内容にするため、当初の予定を一部変更して、現在、策定作業を

進めております。 

 議員御質問の水道管路更新計画につきましては、実態に即した、より実効性のある計画にす

るため、現在策定中のアセットマネジメントの結果を踏まえて、平成３１年度に策定する予定

でおりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  よく理解をするんですけれども、これほど悪くなったというのはど

ういうことが考えられるか、上下水道課長、どうですか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  有収率が下がった直接の原因につきましては、地下で起こっ

ているものでございますので、なかなか想定が難しいところでございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  総務省のホームページを見ますと、水道事業は施設型の事業であり、

適切な投資が行われているか否かが経営を左右することになると。投資が適切であるか否かは、

施設の効率性を分析することにより判断をすることができると、こういうことです。これは見

ていると思うんですけども、簡単に言うと、投資をしなくてお金をためたということなのかな

というふうに思うんです。１１億ぐらい持っていますね。ですから、適切に投資をしてしっか

りと対応していかないと、今だったらある程度間に合うんですが、もう手後れになっちゃうん

じゃないのかと、アセットマネジメント計画を焦ってやってもらいたいと、こういうふうに思

いまして、時間がないんで、もっとやりたいんですが、次に行きたいと思います。 

 次は、まち・ひと・しごと創生総合戦略について伺いたいと思います。 

 人口減少を真摯に受けとめて、危機管理を持ちつつ真に有効な独自の施策について官民一体

によって議論し、知恵を出しながら、改めて攻めの姿勢で取り組んでいく必要があると、こう

いうふうに示されているところだと思います。本年度が最終年度であると、こういうようなこ

とだとは思うんですけれども、進捗状況、どのようになっているかお願いをしたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況についてお答えします。 

 本市のまち・ひと・しごと創生総合戦略は、急速な少子高齢化進展に対応するため、効果の

高い人口減少対策を集中的に実施するとともに、地方創生を実現する観点から、平成２８年

３月に策定しました。 
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 毎年度、進捗状況を管理するため、前年度の取り組み実績について外部有識者からなる総合

政策審議会及び市議会常任委員会の決算審議の中で事業の効果検証を行い、その結果を翌年度

の事業に反映させるように努めております。 

 現在の進捗状況でございますが、平成２９年度の実績については８つの成果指標のうち有効

求人倍率、転入者数から転出者数を引いた人口純移動率数、観光入り込み数、合計特殊出生率

の４項目については、前年度の実績を上回っております。一方で、年間出生数が前年度の実績

を下回るなど、まだまだ本市の人口減少、少子化に歯どめがかからない状況であります。 

 また、施策ごとに設定しているＫＰＩにつきましては、平成３１年度の最終目標値を既に達

成したものが６６項目中２０項目であり、前年度より２項目ほど増加しているものの、半数に

満たない状況であります。 

 来年度は、まち・ひと・しごと創生総合戦略５年間の計画期間の最終年であり、総仕上げ年

となります。目標達成に向け、今年度よりスタートした第２次総合計画の政策、施策と一体的

な取り組みを進めてまいりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  いよいよ時間がなくなってきました。 

 それで、いろいろ言いたいことがあるんですが、最後にこのことをお話しさせていただきた

いと思うんです。 

 先ほども同僚議員から話が出ました、北茨城市のお子様を育てるようにつくる住宅というこ

とで、県の土地を買い上げまして、市が独自にいろいろアイデアを出してＰＦＩもどきという

んですか、ＰＦＩは、先ほど市長が申したようにいろいろ手続きがありまして時間がかかり過

ぎると。そうすると、速やかにやろうじゃないかというようなことを北茨城市さんは独自に考

えまして、子育て住宅を公募をかけたと。その公募には４社が応募して、その中でたまたま契

約に至ったのが大和ハウス工業だったと、こういうことでございます。 

 そこを、我々が、私が車を借りてきて私が運転手、ずっと行きも帰りも私が運転手、夜の部

も私が運転手と、こういうようなあんばいだったんですけれども、とっても楽しく疲れもなく

行ってこれました。前例がないんで、常任委員会の視察だなんてもってのほかだと、こういう

ふうに言われたそうなんですけれども、我々も一生懸命勉強したいということで、自腹で行っ

てまいりました。 

 今後は、スケジュールとしては、大和ハウス工業様にお越しをいただいて、事業の説明を聞

こうというような平塚委員長、常任委員会じゃないんですが、平塚委員長が先頭となって、そ

のような段取りになっております。せっかくお越しいただくとすれば、市の関係者の皆様にも

聞いていただければありがたいのではないのかなと、こういうふうに思うんです。もちろん、
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時間、仕事の関係ありますけれども、もし都合がつけば、そういうところに職員を出していい

というような、市長、許可いただくことはできますか。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  大いに有意義なことだと思いますので、お時間が合うようでしたら、

誰か出す、課によっては何名か出すようなことをしたいなと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  それでは、最後に、市のホームページに、なすからいふというのが

ありまして、そこを見てもらうと、今度どんどん削ったような保育園のやつとかいろんなのが

ありますので、そういうのを直してもらうようにお願いをしたいんです。各自連携をとって、

なすからいふのもう一回ホームページの見直しと、これもやっていただければありがたいなと、

こういうふうに思って、もう時間ありませんので、これで終わらせていただきます。ありがと

うございました。 

○議長（沼田邦彦）  以上で、１２番渋井由放議員の一般質問は終了いたしました。 

 ここで休憩いたします。再開を１時５５分といたします。 

休憩 午後 １時４２分 

 

再開 午後 １時５４分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ここで、先ほど荒井議員の質問に対し答弁漏れがありましたので、こども課長から追加答弁

があります。 

 神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  それでは、先ほど荒井議員から御質問をいただいた２点につい

てお答えいたします。 

 まず１点目の、保育園で滅菌庫、何台あるのかという件についてなんですが、一部訂正申し

上げますけど、公立はないということを申し上げましたが、公立は３台ありまして、１台ずつ

各園にございます。 

 それから、私立の認定こども園等においては、現在、４台設置をしている状況でございます。

２点目の単価の問題なんですが、こちらについては、先ほど荒井議員からも３０万円程度とご

ざいましたが、幅がありまして、１５万円から３０万円ぐらいの間の金額ということで確認を

しております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  通告に基づき７番矢板清枝議員の発言を許します。 
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 ７番矢板議員。 

〔７番 矢板清枝 登壇〕 

○７番（矢板清枝）  議場内の皆様、こんにちは。雨の降る中、皆様お集まりいただきまし

て、まことにありがとうございます。７番、矢板清枝でございます。ただいま議長より発言の

許可をいただきましたので、通告に従いまして発言させていただきます。 

 今回は、学校における働き方改革について、肺炎球菌ワクチン接種についての２項目でござ

います。市長を初め、執行部におかれましては、簡潔明瞭な御答弁を期待して、質問席から質

問させていただきます。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  では、まず初めに、学校における働き方改革について伺います。 

 社会の急激な変化が進む中で、子供が予測不能な未来社会を自立的に生き、社会の形成に参

画するための資質、能力を育成するため、学校教育の改善、充実が求められています。また、

学習指導のみならず学校が抱える課題はより複雑化、困難化しています。 

 このような中、教員勤務実態調査の集計でも看過できない教師の勤務実態が明らかとなりま

した。このため、文部科学省では、教師のこれまでの働き方を見直しみずからの授業を磨くと

ともに、その人間性や創造性を高め、子供たちに対して効果的な教育活動を行うことができる

ようにするということを目的として、学校における働き方改革を進めております。 

 学校における働き方改革については、中央教育審議会で論議が行われ、平成３１年１月

２５日に答申が取りまとめられました。文部科学省としては、答申も踏まえ、学校と社会の連

携の起点、つなぎ役として、学校における働き方改革のための取り組みを進めています。 

 そこで質問です。教師のこれまでの働き方を見直し、みずからの授業を磨くとともに、その

人間性や創造性を高め、子供たちに対して効果的な教育活動を行うことができるようにすると

いうことを目的にして、学校における働き方改革を進めていくという答申が文科省から出てい

ますが、本市ではどのように進めていくのかを伺います。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  それでは、学校における働き方改革につきましてお答えをいたしま

す。 

 なお、答弁内容につきましては、先日行われました滝口議員への答弁と一部重複いたします

ので、御了承いただきたいと思います。 

 本市では、那須烏山市教職員スマートワーク（業務改善）計画を作成し、今年度から実践し

ております。この計画は、教職員の意識改革を図り、超過勤務を減少することで教職員が心身

ともに健全なワーク・ライフ・バランスをとること、教職員の業務に余裕ができることで、児
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童生徒との向き合う時間をふやし、いじめ、不登校問題を未然に防止すること、また教材研究

等の時間をふやし学力の向上を図ることを目的としております。 

 内容につきましては、勤務時間の把握、業務の精選、休暇取得促進などを盛り込んでおり、

その１つとして、学校閉庁日を設定し、年次休暇や特別休暇の取得を促進しております。 

 現在、今年度の実践につきましては、各校から評価及び次年度に向けての意見をいただいて

いるところでございます。この計画・実践・評価・改善のサイクルを毎年しっかり実践してい

くことで、実際の教員の現場に即した実践がなされていくものと考えております。 

 また、地域・保護者の皆様にお力添えをいただくことで、教員が児童生徒と向き合う時間が

ふえたり、教材研究をする時間ができたりすることができる、そのように考えております。現

在検討中のコミュニティ・スクールをしっかり検討し、早期に実現することも重要であると考

えております。 

 今後とも、皆様の御意見をいただきながら、教職員の現場環境の改善、ひいては児童生徒の

健全育成に尽力してまいりたいと思いますので、どうぞ御理解賜りますようお願い申し上げま

す。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  今、教育長より御答弁いただきました。まず、時間外労働というのが

あるのか、そこのところをお伺いしたいと思います。滝口議員も、この前、残業時間などを伺

っていたところなんですが、お話ししていただければと。 

○議長（沼田邦彦）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  滝口議員さんの答弁と重複しますけれども、再度申し上げた

いと思います。 

 本年度、月４５時間以上残業している本市の教職員の割合を見てみますと、１学期、小学校

教員が３２.６％、中学校教員が７４.０％、２学期が小学校教員３７.８％、中学校教員が

３８.８％であります。文部科学省による２０１６年の実態調査では、小学校教員が８１.８％、

中学校教員が８９％ということで、本市の数は大変下回っているというような状況になってお

ります。 

 しかし、この数値は平日の残業のみのカウントということで、朝早くから授業の準備、交通

安全指導をしている時間や土曜、日曜日の部活動の時間、それは含まれておりません。また、

ただいま申し上げました数値につきましては、平均の数値ということで、それだけを見るので

は大変危険があると感じております。先生の中には、８０時間から１００時間という方も数名

おりますので、今後、管理職と連携して、一人ひとりの教員の勤務実態を十分に把握し、多忙
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感の軽減を図ってまいりたいと考えております。 

 教員の多忙は、児童生徒の学力、生活面にも大きな影響を及ぼします。地域の皆様方のサポ

ートもいただきながら、よりよい学校環境を整備してまいりたいと思いますので、御理解賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  平均８０から１００時間の方もいらっしゃるようです。これは、帰れ

ない風潮みたいなのがあるんではないかと思うんですけれども、学校内で最終の退勤時刻とい

うのが設定されているのか、また設定されなければ、今後設定していく予定はあるのか、お伺

いしたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  現在のところ、超過勤務の退庁時間というのは設定されておりませ

ん。ただ、今後さらに、現在、各教員の個々の勤務時間を調査しておりますので、それの結果

によってはある程度の時間を区切るというようなことも考えていきたいと思っております。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  では、しっかり考えていただいて、先生の自分の時間を保たれるよう

にお願いしたいと思います。これについては、次の質問と、次は、自分自身の意識改革、また

学校内の意識改革という点でお伺いしたいと思います。 

 県では、研修会も含めて実施していくということがあるんですけれども、各学校内では業務

の適正化という意識改革をしていく必要があるとしていますが、本市ではどのように考えてい

ますか。また、考えがあるんでしょうか。お伺いします。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  ただいまの御質問についてですが、先ほど申し上げましたように、

本市ではスマートワークということで業務改善計画を作成して実施しております。 

 教職員につきましては、いわゆる残業手当というのが、教職員特別手当、給料の本俸の４％

ということで一律に決まっておりますので、どうもその辺が意識が低いというか、何時間やっ

ても同じ額しか毎年、毎月もらえないわけですので、そのようなことについて、ちょっと上部

のお話になってしまいますので、その辺は別な団体にお願いするようにはしていきたいと思い

ますが、校内においては、やはり教員の意識改革とともに、業務の精選ということで、実は各

学校要覧を見ていただくと、どの学校も同じぐらいの校務分掌というか、係の数があるんです。

ところが、教職員の数は、学校によっては三十数名から１０名ぐらいしかいないという学校で、

係分掌がほとんど同じ数だということで、１人当たりの校務分掌数が偏重をかなり来している

という部分もありますので、業務内容の精選というか、校務分掌の精選をして、小さい学校に
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おいては少し分量を減らすと、そういったことも校長会では話をしてきているわけですけれど

も、今後、さらにそういった方面で、なかなか開いたときに、何で、これだけしかないのかと

いう学校と、こんなにあるんですかという学校と、見た目をちょっと気にする部分もあります

ので、そうではなくて、一人ひとりの教員が本当に効果的に仕事ができるというような体制を

つくっていきたいと、そのように考えております。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  では、そのような改善を図っていただいて、業務負担を減らしていた

だければと思います。 

 続きまして、先ほどの業務負担の部分なんですけれども、業務改善で役割分担、役割が明確

化しているのかということで、それが仕事量を減らすことができる部分になっていくと思うん

ですけれども、現在、本市で各学校に配置されている方の人数、どのような業務を担っている

のか、また今後さらに強化していく予定があるのかを伺いたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  本市で配置しております臨時職員の数を申し上げますと、生

活支援員、これは小学校に配置をしておりますが、９名。非常勤講師、これは小学校、中学校

に配置しておりますが、１０名。それと、事務の補助員ということで、事務補助については

４名、非常勤の配置をしております。そのほかに、レインボーハウスというところで、教育相

談員ということで２名の配置をしております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  今、配置はされていますけれども、今後、来年度以降、ふやす予定と

いうのはあるんでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  今のところ、ふやす予定というのは残念ながら持っておりません。

ただ、逆に、来年度から単年度採用の職員についても、いわゆるボーナスですか、期末手当を

出すようにということで、非常に財政的に厳しくなってくることが予想されるんだけれども、

現実問題として出てきておりますので、その辺については、今後、また財政当局と話し合いを

持ちながら教育力の低下につながらないように、または業務の負担がふえないようにというこ

とで、また考えてまいりたいと、そのように思っております。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  では、よろしくお願いいたしたいと思います。 

 そこで、学校を取り巻く地域、保護者、関係機関との連携を強化していくことというのは、
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コミュニティ・スクールのこともお話ししていただきましたけれども、これは重要なことであ

ると思います。どのような考えがあるか、私も聞かせていただきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  コミュニティ・スクールにつきましては、先日申し上げましたよう

に、現在、学校運営委員会というものを設けまして、各学校の評議員を１名ずつ出していただ

いて研究協議及び視察等を実施させていただいております。 

 先日、第３回目、学期に１回ずつというふうに考えておりますので行いましたが、その中で、

早速各学校における評議員会を、学校によって２回とか３回、数が違いますので、最終回を中

学校単位で、南那須中学校であれば荒川と江川、そして烏山中学校であれば烏山小学校、七合

小学校、境小学校、それぞれの評議員さんが一堂に会して、学校のあり方、そして中学校区と

して小中一貫教育のあり方等について意見を交換すると、そのようなことで来年度は実施する

というようなことになっております。 

 また、法改正が済みまして、コミュニティ・スクールは本当は学校単位でしかつくってはい

けないということでしたが、法改正があって、今度は中学校単位でもつくってよろしいという

ことになりましたので、現在、私たちが考えている方向性が認められたという形になっており

ますので、その方向でさらに進めてまいりたいと。関係機関もそうですし、学校運営協議会の

委員につきましても、各学校の評議員だけではなくて地域のいわゆる活動家や、また地域連携

等を行っている方々をそこに入っていただいて、地域との連携、関係機関との連携をさらに進

めてまいりたいと、そのように考えております。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  ぜひとも、いいコミュニティの関係ができるように、また協議がしっ

かりとできるように、そのような関係をつくっていただいて、連携、強化に図っていただきた

いと考えております。 

 次に、教員一人ひとりが抱え込まずに相談できる場所というのが何より大切であると考えて

おります。その相談できる場所というのは、今はあると思うんですけれども、どのような場所

があるのかお伺いしたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  場所という、いわゆるプレイスではなくて機会というふうに考えさ

せていただきますけれども、簡単に言いますと、学年会、それから教科間の教科会、そして教

職員の職員会議というのがございますけれども、常々校長先生方にお話ししているのは、風通

しがよく、１人の教員が発言したことを先輩教員、または学年主任、そういった上の役職の者

がそこでとめないで、必ず校長、教頭のところに話が伝わって、また逆にフィードバックして、
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ここはこういうふうに改善しなさい、またはもっと情報をきちんと集めなさい等々がきちんと

できるような、そういう組織運営をしてくださいというふうな形で、現在、風通しのいい学校

運営と、以前からも言われているわけですが、どうしても１つの問題等が起こるとどこかで途

切れてしまっているというのが結構多うございますので、それについては、事あるごとに逐次

校長会、教頭会でもっと意見をきちんとまとめなさい。それから、校長、教頭が必ず問題行動、

その他あった場合には状況をきちんと確認しなさい、理解しなさい、共通理解を持って職員と

ともに対処するようにというような話をしております。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  話し合いの場、または相談できる場というのがあるよというふうに、

教育長はお話しいただいたんですけれども、さらなる充実ということで、今後、話し合いの場

所、機会というのをしていかなければ、いろんな部分が、教師の仕事の煩雑化もありますし、

メンタルの部分も加えて必要になってくると思うんです。そこを強化していただくことはでき

ないかという質問をさせていただきます。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  議員のおっしゃるような形で進めてまいりたいと。現在も、スクー

ルカウンセラーが常駐はしていないものですから、巡回で来ていただくとともに、それから学

力向上応援団というふうな方が県教委のほうから派遣されておりますので、そういった方々と

若い先生方との交流とか、また問題意識がある方のスクールカウンセラーその他、相談がちゅ

うちょなくできるような、そういう体制をつくっていきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  今、教育長からスクールカウンセラーの話が出たんですけれども、我

が市では常駐はしていないんです。常駐をしていく考えというのはあるんでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  考えは十分にございます。ただ、市で常駐させるというと、先ほど

申し上げた財政的な面がございますので、極力常駐に近い形で県のほうからの、または教育事

務所からの兼任になりますけれども、派遣を申請していきたいと思いますし、また機会、その

他あれば常駐もぜひお願いしたいと、そのように考えております。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  ぜひ、そのような状況をつくっていただいて、先生一人ひとりが抱え

込まずにいられるような環境をつくっていただきたいと考えております。 

 次に、部活動指導の負担軽減ということで、今言われているところなんですけれども、平塚

議員からも質問があったと思うんですけれども、外部人材の活用ということでお伺いしたいと
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思います。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  平塚議員、それから議員さんからの御質問と重複いたしますけれど

も、県のほうで４０名の外部指導者の予算を用意したということでございますけれども、これ

は４０名県に登録してあるのではなくて、学校側から、こういう人がいるので、その４０名に

入れてくださいということで申請をしていく形になるかと思います。高校なんかでは、これま

でもそういう形でお願いしているわけで、実施してきているわけですけれども、できるだけ、

４０名ですから、中学校の数からいうと、この地区に６名かそこいらで学校数はもっと多いわ

けですので、ある意味で、今年度は早い者勝ちみたいな部分も出てきてしまうということは考

えられますので、現在、先日お話ししましたように、烏山中学校で１名やっていただけるとい

うようなこともありますので、その方にやっていただけるような、ちょっとお仕事をお持ちの

方につきましては兼務願いを出していただかなければならないという部分もありますので、そ

の辺はこちらでもバックアップしながら実現に向けていきたいと。特に外部指導者で県のほう

の指定を受けた方については、教員と同じ形で１人で子供たちを引率できるという、非常にメ

リットがありますので、そういった部分について御理解と御支援をいただきながら進めてまい

りたいと、そのように考えております。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  では、その中で適切な活動時間、休養日などの設定ということで、外

部人材を活用した中で、外部人材の方だけが部活動に携わるのか、または担任をしっかりつけ

て学校の先生も一緒に加わってやるのか、そちらのほうの考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  もちろん、学校の部活動顧問が中心になるというのは当然なんです

が、県のほうで先ほど出てきた外部指導員の場合には、教員とほぼ同レベルの資格を持って子

供たちを指導することができると。ただ、それ以外に、一般の方でお手伝いいただいている方

もいらっしゃいますので、そういう場合には、部活動顧問の指導のもとでお手伝いいただくと。

その方に、はい、じゃ、お願いしますよと、ちょっと制度的にはできませんので、そのような

形でお手伝いいただけるような、またそういった方について各学校でも募集をしていきたいと。

学校に登録をしていただけるような形に進めていきたいと、そのように考えております。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  では、最終的に、本市で取り組む進め方というのは、先ほど一番最初

にお話ししていただいた答弁の中の話だと思うんですけれども、総括の感じでお話をしていた

だければ、改めて伺いたいと思います。 
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○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  働き方改革の中で、先生方が御自分のお仕事をみずから精選すると

ともに、組織だってきちんとした校務分掌の精選、そして勤務時間の管理等についても、校長

だけではなくて先生方も御自分で管理していただいて、無理のない勤め方をしていただく。ま

た、部活動等、日曜日は余り部活をやっていないんですが、土曜日等の部活動については、先

ほど申し上げたように外部指導者、その他、利用をするとともに、今後、いわゆる学校の部活

動ではなくてクラブ関係の運動にどんどん推移していくと。バスケットも小学校のほうになり

ますが、クラブチームになってくるというふうなこともございますので、そういった部分につ

いては、その間の兼ね合い等、十分勘案しながら進めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  今おっしゃったクラブ活動の方に推移していくということは、それは

中学校でということでよろしいんです、小学校、中学校、どちらなんですか。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  バスケットのほうに小学校というようなことがありましたが、クラ

ブ活動とクラブチーム活動とはまた別個ですので、クラブ活動は今までと同じ部活動です。ク

ラブ活動は、クラブチームとして外部チームになりますので、ただ、各競技団体がそういう方

向に行っていますので、クラブチームのほうにいくと学校の部活動には出られない、出られな

いというか、対外試合はできないんです。そういうふうな縛りがありますので、そういった部

分について、今後、整合性をきちんと持てるような話し合い等も進めていけるようにしたいと

思います。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  了解いたしました。教員の働き方改革が進むことが、子供たちのより

よい未来につながっていくと思いますので、ぜひともよろしくお願いしたいと思います。 

 そして、次の質問に入ります。 

 ２番目の肺炎球菌ワクチン接種についてお伺いいたします。 

 日本は、少子高齢化が急速に進み、死亡原因にも大きな変化をもたらしています。厚生労働

省の調査結果では、１９４０年の肺炎による死亡率（人口１０万対）は１５４.４という結果

が出ています。健康診断や予防接種の励行、治療薬の開発などが行われ、１９７１年には

２２.１まで減少しましたが、一時は減少傾向が続いていたんですけれども、日本が今高齢化

率７％以上の高齢化社会に突入した１９７０年ごろから再び増加傾向となり、２０１３年には

９７.８まで増加しています。特に高齢になると死亡率が高くなり、肺炎で亡くなる人の
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９７％以上を６５歳以上の高齢者が占めています。 

 そこで質問いたします。日本人の死因第３位を占める肺炎、高齢になるに従って死亡率が上

がるようです。そこで、有効とされているのがワクチン接種でありますが、高齢者を対象とし

た肺炎球菌ワクチン接種、状況を伺います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  肺炎球菌ワクチンの接種状況についてお答えいたします。 

 肺炎球菌ワクチンの接種につきましては、平成２３年４月から任意接種として開始され、予

防接種法施行令の改正で平成２７年４月から定期接種となっております。 

 定期接種の対象者は６５歳の者、または６０歳以上６５歳未満の者であって、一定の疾病等

を有する者とされております。国の特例対策として、６５歳に加え、平成２７年度から平成

３０年度までは６５歳から１００歳の５歳刻みの年齢も対象としており、本市では接種の機会

をふやすため６５歳以上の方には、５歳刻みの年齢にとらわれず４,０００円を１人１回助成

しております。 

 国の特例の期間が２０２３年までに延長されましたことに伴い、市としても接種費用の助成

を継続してまいりたいと考えております。 

 本市の接種状況につきましては、平成２３年度から平成２９年度までの期間における接種済

み者の累計人数が３,９６４人となっております。 

 今後におきましても、対象者の方が円滑に接種及び助成が受けられるよう、お知らせ版等を

活用し、周知の徹底を図ってまいりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  ただいま市長から答弁をいただきました。高齢者を対象とする肺炎球

菌ワクチンの定期接種というのは、本市では６５歳から５歳刻みで受けられるということで、

６５歳というふうに国では言っているんですけれども、５歳間隔で受けなくても６５歳から受

けられるという考えでよろしいんでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  稲葉健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉節子）  そういう形になります。５歳刻みの方は定期接種の対象とな

る。それ以外の方は任意の接種という形になって、助成は同じようにして、一生涯１回だけと

いう形になっております。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  一生涯に１回というのは、多分、これから接種される方も接種された

方も、一生涯に１回しか受けられないんだよというのは、市の助成を受けて接種を受けられる

というのがなかなか理解がしづらいような部分になっているような気がするんですけれども、
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そこのところが、助成は６５歳から一生涯に１回だけできますよということは、どこでうたっ

ているんでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  稲葉健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉節子）  市のほうの規定等でうたっておりますけれども、医療機関と

かお知らせ版等でもお知らせしております。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  わかりました。過去に肺炎や肺炎球菌感染症にかかった方が定期接種

の対象者となるかということをお伺いしたいんですけれども、定期接種の対象者になるでしょ

うか。 

○議長（沼田邦彦）  稲葉健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉節子）  予防接種を受けていない方であれば該当になります。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  対象年齢、５歳刻みで刻まれているんですけれども、これの再勧奨と

いう、それはやっていられるんでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  稲葉健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉節子）  先ほど説明しましたように、医療機関とお知らせ版等では周

知しておりますけれども、改めてお一人お一人に再勧奨という形はしておりません。国も、

１回の接種をということで定期接種という形にしておりますので、この定期接種はＢ型という

形になっておりますので、必ずしも強制的にというものではないので、努力義務になっており

ますので、柔らかい勧奨という形になっております。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  この定期接種というか、肺炎球菌ワクチンは、平成３０年度までで、

昨年度というか、３０年度までということを言われていたので、とても危惧していたんですが、

国のほうで５年間延びたということで、先ほどの市長の答弁にもありましたが、もう一度確認

させていただきたいんですが、それでよろしいんでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  稲葉健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉節子）  まだ審議会の段階でございますけれども、平成３１年の４月

１日から３６年の３月３１日までということで、３月の末に施行令が出されるというふうに思

われます。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  このワクチンの接種の効果として、接種後５年とされているようなん

です。５年の効果があるんですけれども、１度このワクチンの接種をすれば大丈夫だって安心
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してしまう方もいると思うんです。そこで、年齢が上がるにつれて肺炎を起こす割合が高くな

ってしまうというのも、そこにもあるのかなと思うんですけれども、先ほど任意の接種なので

緩やかなものなんですということなんですが、やはりまた新たに効果を持つにはもう一度受け

入れたほうがいいのかなと思うんですけれども、さらなる接種勧奨というのはできますでしょ

うか。 

○議長（沼田邦彦）  稲葉健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉節子）  抗体のつき方というのは人それぞれ、また疾病を抱えている

方によってもそれぞれですので、必ずしも５年たったらというわけではないんですけれども、

５年たつと免疫力が落ちてくる方が多いというようなデータはあるということで、そこら辺の

勧奨については、医療機関で積極的にやられている方も、その方の体調を見ているかなという

ふうに思います。 

 市は、やはり継続して、医療機関、それからお知らせ版で、必ずしも１回で効果があるとい

うわけではないというのは、説明は続けていきたいというふうに思います。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  いろんなワクチンを打ったこと、この肺炎球菌ワクチン接種だけでは

ないんですけれども、予防接種を受けたことにより健康被害が発生した場合、救済給付という

のがある、そういう制度があるというふうに伺っているんですけれども、市町村で、そのもの

というのはあるんでしょうか。それはお伺いしたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  稲葉健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉節子）  予防接種には、大きく２つの救済制度がありまして、定期接

種のほうは報告をいただいて、市のほうの予防接種健康被害調査委員会という形で上げられて、

それを国のほうに持っていって、国のほうでその救済するという制度があるんですが、任意の

部分については、やはり同じ予防接種の被害調査委員会という形で上げられて、もしワクチン

等に問題があれば、医薬品医療機関総合機構というところに請求をするという形もありますし、

市町村の総合保険というので多少保障されるという部分もございます。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  了解いたしました。また、驚くべきことに、海外では肺炎で亡くなる

年代は主に児童や乳幼児という若年者に多く、２０１５年には肺炎が５歳未満の子供の死亡理

由として１５％を占めているというふうに言われています。また、世界中を見ても、９２万人

の子供が肺炎で死亡しているというふうになっています。 

 そこで質問したいんですけれども、新生児予防接種の中で肺炎球菌ワクチン接種が義務づけ

られているんですけれども、那須烏山市の接種内容というのを伺いたいと思います。 
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○議長（沼田邦彦）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  それでは、お答えいたします。対象者としましては、生後２カ

月から５歳未満までのお子様ということで対象としております。その標準的な予防接種という

か肺炎球菌ワクチンの１回目の開始時期は、生後２カ月から７カ月に達するまでの期間という

ことで決められておりますが、この開始時期によって回数が異なります。 

 まず、今申し上げました標準的な接種開始時期の生後２カ月から７カ月までの間に開始され

た場合については、４回接種をいただくことになります。次に、生後７カ月から生後１２カ月

に至るまでの場合ですと３回、次が生後１２カ月から生後２４カ月に至るまでの場合、この場

合ですと２回、それから最後ですが、生後２４カ月から５歳に至るまでの場合ですと１回とい

うことになります。 

 それから、いずれの場合も、最後の生後２４カ月から５歳の１回を除いての話ですが、１回

目と２回目、または２回目から３回目という接種をする間隔については、一定の日数を経過し

た時点でということで、この肺炎球菌ワクチン以外の予防接種も定期接種でございますけれど、

その合間を縫いながらということでの実施になろうかと思います。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  小児に関してはとても予防接種の回数が多いので、受けるお子様をお

持ちの親御さんがとまどってしまいますので、そこのところはよく御指導していただければと

思います。 

 それでは、この肺炎球菌ワクチンを打つということは、肺炎をなるべく起こさないで健康に

生きていける、最後までいけるような、そういうふうにしていきたいなと思って質問したんで

すけれども、まず感染を防ぐということ、抵抗力を高める、そして予防接種を受けて、我々も

そうなんですけど、誤嚥を防ぐという、そういう自己管理が大切になってくるので、啓発活動

にも力を入れていただいて、しっかりと肺炎を予防していきたいと考えておりますので、これ

を要望したいと思います。 

 今回の質問はこれで終わりにしたいんですけれども、退職される、ここにおられる皆様も含

め、行政の皆様、大変にお疲れさまでございました。退職後も、市政発展のため御尽力くださ

いますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上で本日の質問を終わります。 

○議長（沼田邦彦）  以上で、７番矢板清枝議員の一般質問は終了いたしました。 

 ここで休憩いたします。再開を２時５０分といたします。 

休憩 午後 ２時３７分 
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再開 午後 ２時４９分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き再開します。 

 通告に基づき１６番髙田悦男議員の発言を許します。 

 １６番髙田議員。 

〔１６番 髙田悦男 登壇〕 

○１６番（髙田悦男）  平成３１年那須烏山市議会一般質問、最終バッターとして、沼田邦

彦議長より発言の許可を得ました、１６番髙田悦男でございます。 

 今定例会は、１２名の議員が発言をする予定となっておりましたが、残念ながら、病のため、

１名は後の機会に回ることになりましたが、ぜひ今後とも精進していただきたい、このように

思います。 

 さて、議長を除きまして、１６名中１２名が一般質問、つまり７５％の一般質問率、私はこ

ういうふうに計算してきましたが、昨年の４月に新進気鋭の議員が誕生しました。私どもも負

けてはいられない、切磋琢磨して市民の負託に応えていきたい、ともに精進してまいりましょ

う。 

 それでは、市民から寄せられました３点について質問を進めてまいります。 

 １つが大事な市民運動会、続いて烏山城史跡について、次がハラスメント、非常に市民の声

が私のもとに届いておりますので、その内容について、品格を持って質問したいと思いますの

で、ふさわしい答弁を期待して質問席に移りたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  それでは、通告順に従って発言をしていきます。 

 まず、１番目の市民運動会について、平成１７年の合併後も、烏山地区は大桶運動公園にお

いて、参加チーム８チーム、南那須地区は緑地運動公園において１２チームの選手団を結成し、

それぞれ市民運動会が開催されてまいりました。本年からは一本化するという市長の強い意思

が示されたところでありますが、その前段として、昨年の運動会は共通の競技種目で行われた

ことは周知のとおりでございます。 

 会場を初め、選手団チームの編成、自治会の協力体制など、課題をどのように克服し、１つ

の那須烏山市民運動会として開催する考えか伺うものであります。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  市民運動会の一本化に向けた課題に対する取り組みについてお答えい

たします。 

 議員御質問のとおり、今年度の市民運動会につきましては、来年度の一本化による開催に向

け、プログラムや種目等を統一して開催いたしました。チーム編成や会場等に関する課題はご
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ざいますが、一本化による開催に向け一歩前進ができたものと、参加チームをはじめ市民の皆

様、実行委員会の皆様、支えてくださった方々に、御協力のおかげでありますと感謝申し上げ

ます。 

 議員の御質問の市民運動会の一本化による開催に向けたチーム編成やもろもろの課題につき

ましては、参加する自治会の考え方を考慮する必要があることから、過日、全自治会長宛てチ

ーム編成等についてアンケート調査を行いました。このアンケート結果をもとに、現在、実行

委員会で要項案の作成を進めているところでございます。 

 今後、このような要項案をもとに、実行委員会の意見だけではなく、参加される自治会との

協議も進めてまいりますので、御理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  再質問を進めてまいります。 

 まず、旧南那須町における町民運動会の歴史について説明をしたいと思います。昭和４６年

９月１日、私の２３歳の誕生日ですが、このときに南那須村から南那須町へと町制が施行され

ました。翌月、１０月１０日、体育の日を記念して、第１回南那須町大運動会が開催されまし

た。私も、２３歳ですから、当然、それ以来、運動会は欠かさず出ております。そういう歴史

も十分踏まえて、今後の参考にしていただければと思います。 

 答弁の中に、全自治会長にアンケート調査を行ったと、そうありましたが、どのような意見

が集約されたのかお聞きしたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 調査期間は、昨年の６月８日から２９日の間に、全１０３自治会のほうにアンケート調査を

依頼いたしました。ただ、残念ながら、回答いただいた自治会数は５９自治会、回収率は

５７％でございます。 

 設問なんですが、まず平成３０年度開催要項、昨年１０月に開催しました協議種目について、

こういった案でやりたいが、いかがでしょうかということで１問目がございました。それにつ

いては、特に意見もございませんでしたので、そのまま実施をさせていただいたところでござ

います。 

 ２問目については、当日スケジュールということで、午前中で終わる日程がいいか、午後ま

で開催する日程か、またそれについて御意見をいただきたいという設問で出したところ、午前

中の開催がいいというのが５７.６％ありました。それに伴って、平成３０年度はなるべく午

前中で終了するようにプログラムを組んだところでございます。 

 設問の３につきましては、チーム編成についてということで、選択の１が、これまでと同様
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に南那須地区が１２支部、烏山地区は自治会ごと。選択の２が、体育協会の支部ごとに編成す

る、烏山地区４支部、南那須地区１２支部ということで、烏山地区につきましては支部内で複

数のチームを編成する予定ということで出したところ、選択１のほうに、これがいいといった

のが３７.３％、選択２のほうですね、体協支部ごとに編成するというのが３３.９％でした。

これについては意見等もいろいろいただきまして、選択の３については、烏山４支部を８チー

ムにしたりとか、南那須１２支部を小規模支部含む合同の８チームがいいという御意見ですと

か、そのほかは、少子化による子供が少なくなったことと校外のクラブ活動を優先する親御さ

んが多くなり、人員確保が困難となったことにより、参加できない自治会が多くあると思いま

すので、運動会そのものを考えてみてはいかがですかと、そういった御意見もいただいており

ます。 

 場所についてはさまざまで、参加チーム数の多い旧町のほうでやってもいいんじゃないかと

いう御意見等もございました。 

 このチーム編成については、まだはっきりと素案もできておりませんので、こういったとこ

ろ、問題解決のため、先ほど市長が答弁したとおり、原案のほうをつくりまして、再度皆さん

のほうにお願いをして実行委員会のほうで検討していきたいというふうに考えてございます。 

 具体的には、来年度初めての行政区長等の会議のときには、何とかある程度のお話をして御

協力のほうをいただくように努力してまいりたいというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  アンケート結果については、３分の１ぐらいの割合ということでよ

ろしいですね。そうしますと、消極的な意見が多いのかなと、そのように私は感じました。 

 問題は、参加チームの編成にあると思うんです。普通、競技というものは、参加チームが多

ければ予選を行わなければならないと思うんです。例えば、２０になると、予選は少なくとも

３回から４回行わなければならなくなりますね。この時間の問題が一番、大きな運動会ほど考

慮しなければならない点かなと思うんですが、その点については、まだ結論が出ないというこ

とですが、担当者の考えをお聞きします。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  その点につきましても、実行委員会のほうで検討していくこ

とになろうかと思うんですが、私個人的に申し上げますと、やり方次第だと。予選決勝をやる

のか、一発決勝でそのままタイムレースとするのかという方法は幾らでもあるかと思いますの

で、時間の持ち方等も、実行委員会のほうでいろいろな方法等も検討してまいりたいというふ

うに考えます。 
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 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  例によりまして、私も昨年の運動会、出ました。そうすると、今ま

でと比べて、時間の短縮のせいか予選もないし、また対抗する競技、点数を競う競技が大変少

なくなったんです。ですから、競技そのものをレクリエーション方式にするのか対抗方式で点

数を競うのか、その辺の具体的な点を詰めてもらいたいと思うんです。ぜひお願いします。 

 アンケートにつきましては、五、六年前にも、自治会長、体育部長に調査を行ったと、その

ように聞いております。そのときの結果は、どのようなものが見えるんですか。よろしくお願

いします。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  以前にアンケートのお願いしましたのは、運動会そのものを

どうするかというアンケート内容でございました。それについては、運動会も別々にやってい

るというのもあったかと思うんですが、特に烏山地区内ですと参加もだんだん減っていたとい

うこともございまして、運動会よりは年齢制限もなくしたレクリエーション大会等のほうがい

いんじゃないかという御意見等は多数いただきました。 

 今回みたいに、特定に、どういった種目がいいですかとは、統一でやるにはどうしますかと

いう設問ではございませんでしたので、御了承願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  私が一番心配しているのは、そもそも旧南那須町と旧烏山町の運動

会に対する、いわゆる文化の違いだと思うんです。旧南那須町におきましては、我々の自治会

でも予算を計上しておりますが、現在のところ、運動会と駅伝競争ですね、この２つに絞って

も、年間の予算３０万円取っております。それが、中央北支部として支部の組織が構成されま

すので、相当な金額になるわけです。それをかてに、練習から全て人の手配、終わった後の懇

親会とか、地域の連帯感を高めるのには最高の場であったなと、そのように考えております。 

 そういう面からも、旧南那須町と旧烏山町の違いをどう埋めるかという点にあるんです。で

すから、その辺は、市長はどのように考えていらっしゃるか、この場での見解をお聞きしたい

と思います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  私は常々、運動会を一緒にやっていなかったことのほうが疑問だった

ので、一緒にやれるようにと。なるべくでしたら、確かに競技内容も違いましたし考え方とか

も違うのもわかっておりましたので、一遍にやるというのは難しいというのもわかりましたけ
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ど、私、議員になって最初のころの質問で、運動会をどうやったら一緒にやれるのかを考えて

ほしいといって競技を１つずつ、１年度ぐらいに同じものを選んでいくようにしていただきま

した。たしか、それで全く違う競技は少なかったのかなと思っています。昨年、きっと皆さん、

御自分の地域の運動会に出て、急に変わったという競技が何個かはあったと思いますが、ほぼ

紅白の玉入れかカラーボールの玉入れかとか、綱引きがあるかないかとか、あとリレーがあっ

たりとか、リレーもどのような年齢層なのかとか、障害物リレーなのかとか、多少やり方は違

ったかもしれませんが、ある程度共通認識をしていただいた上での合同にしたいと、私自身も

議員のときから思いましたので、それに生涯学習課も協力していただいて協議をしていただい

たと思います。 

 ただ、それでも、一遍に一緒にやろうというのは強引だろうと言われましたので、なるべく、

皆さん競技をやっている方もですが、運営している方々の意見を尊重したいと思い、強引なや

り方をやめようと思い、昨年は別々の場所で開催をしました。 

 また、参加しているチームが違うのもわかっております。南那須はもとの小学校割りですか、

烏山地区は自治会単位なので、今、自治会はかなりあるのに出ているのが８自治会だけです。

それを考えますと、実は烏山地区は、もう運動会やりたくないというほうが９割です。そこを、

どうにか救えないかと。やはり運動会ってかなりのコミュニケーションがとれる場であり、自

分たちの自治会の連携もとれる場所なので、継続したいという気持ちがありまして、統一だっ

たらば競技ができるのではないか。このままでいったら烏山地区の運動会は本当になしになっ

てしまう、それがあったので、私個人からすると、混ぜてっていう感じに、南那須地区の運動

会に混ぜてほしいという感覚がかなりあったので、安易だったんだなというのは反省しており

ます。 

 でも、スポーツを一緒にやるというのは、実はそこが最初なのかなと思っているので、受け

入れていただいて、楽しく、そして会ってみれば、この人も小学校から知っていた人だねって、

お嫁さんに来たんだねとか、お婿さんに来たんだねとか、小学校は一緒じゃなかったけど、中

学校は一緒だねとか、そういうつながりが新たに生まれ、そして大人になってから再認識する

という。そうしたら、それこそ同じスポーツが好きだった、一緒にやった時期があったとか、

そういうのを再認識することが本当の運動会であり、一番の那須烏山市になったことを自覚で

きるのではないかと思い、私は推進してきました。それが今回報われようかなと思っているの

で、なるべくいい方向で、わだかまりがなく進められるといいなと思い、アンケートもしてい

ただいていますし、調和が取れるような運動会であって、またアンケートの中では、本当に運

動会やりたくないというのがかなり出ていたので、今、一、二年でやらないと、二度と運動会

というものができない地域になってしまうかもしれません。各地でやっていないんですよ。そ
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れを考えますと、一度ぐらいは一緒にやりたいなというのが、正直言った私の実感です。 

 答弁になるかと言われたら、私の実感なので申しわけありませんが、髙田議員、御協力のほ

ど、いつもしていただいているので、このまま運動会ができるようにお力をかしていただきた

いと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  市長の思いは理解をするところでございます。したがって、両運動

会の溝を埋めるべく、担当者は努力をして、次の会議に提起をしていただきたいと、このよう

に思います。 

 その中で、那須烏山市の体育協会、あるいは体育指導員の皆さんの意見などは集約されてい

るんでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  議員おっしゃられた体育指導員というのは、今、スポーツ推

進員さんというふうになっておりますので、すいません、訂正をいたします。 

 運動会の実行委員会のほうには、体育協会長が実行委員長として入ってございます。そのほ

か、体育協会の副会長さんですね、それからスポーツ推進委員会の会長さん、副会長さんが入

っております。その運動会実行委員会のほかにも、スポーツ推進員さんの会議でありますとか、

そういうときには折に触れてお話をさせていただいて、意見はいただいております。 

 ただ、原案をつくるに当たっての意見は、役員の方々のものが重要だというふうに認識はし

てございますが、最終的には各自治会の会長さんなり体育委員さん、体育部長さんだというふ

うには認識をしておりますので、その方々の意見を取り入れながら、よりよい運営ができる、

運営というか開催ができるように努力してまいりたいといっても、私も何とも心もとないんで

すが、しっかりとできるようにしていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  その点については、しっかりと引き継ぎをお願いしたいと、このよ

うに考えます。 

 運動会に限らず、参加するエリアが広がれば広がるほど参加意識が低くなる傾向にあるのは、

どんな競技でも、あるいは競技に限らず、同じことになると思います。したがって、参加意識

をどう高めるか。先ほども言いましたように、４８年前の南那須町大運動会、７５０名が参加

をしたんです。ですから、昨年の市民運動会、南那須地区大会よりも多かったんじゃないかな

と、このように記憶しております。町政施行という盛り上がりもありましたが、かなりの人が、

あの総合グラウンド、現在のにこにこ保育園の前の南側の敷地なんですが、あそこに集結をし
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まして、入場行進から、本当に感激するような運動会だった、このように記憶しております。 

 それでは、実際に１つの運動会になった場合を想定して心配な点をお聞きしたいと思います。 

 まず、仮に２０チームとして、駐車場の問題、各チームのテント設置場所の問題、トイレ、

これは仮設トイレも相当必要かと思います。議員時代は、ともにトイレ議員として皆さんに御

承知をいただいたところですが、この市民運動会についても、ぜひトイレの数は確保してくだ

さい。それから、トラックは２００メートルにするのか４００メートルにするのか。これも大

変重要な会場の設営だと思うんですが、その点についても、これから提案をするということで

よろしいでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  会場等については、実行委員会のほうで案を作成し、皆さん

の御意見をお伺いしたいというふうに考えております。やる場所としては、候補としては、や

っぱり緑地運動公園と大桶運動公園になるかと思います。駐車場の点を考慮すれば大桶運動公

園のほうが駐車場は広いですので、問題はないのかなというふうには考えておりますが、まだ

実行委員会等で図ってございませんので、決定ではございません。 

 あと１点が、トイレは、今でももし必要があればレンタル等、マラソン大会等ではレンタル

で設置してございますので、そちらのほうはレンタルで対応することになるかというふうに思

います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  それでは、２０１９年度が、仮に大桶運動公園で開催できたといた

します。しかし、来年以降は国体アーチェリーの会場整備のために使用できなくなるのではな

いかと思うんです。その３年間をどうするのか、今のところで見解があればお聞かせ願いたい

と思います。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  すいません、先ほど答弁漏れがありました。トラックの大き

さなんですが、２００メートルがいいのかなというふうには、事務局では思っています。

４００にすると大き過ぎちゃって、競技も。今、２００メートルで１人５０メートルずつとい

うのが、相当な人数で１周回るようになってしまうので、多分、２００になるのかなというふ

うに考えております。すいません。 

 それから、ただいまの質問でございますが、その３年間ということについて、整備のほうは、

これから具体的に計画を立てるところでございますが、場所と３年間はどうするのかというこ

とについては、具体的にまだ検討はしてございません。市長の考えもあるかと思うので、私の
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ほうからは、これから検討していきますというお答えしかできませんので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  そのトラックの大きさにつきましては、私もずっと陸上競技やって

おりましたので、大桶は多分４００じゃないと、芝生がありますから、走れないんじゃないか

なと思ったんです。ですから、若いころ、芝生に２００メートルのトラックを設計しまして、

そこでリレーを走ったんですが、もう肉離れがひどくて困りました。結局、芝で滑っちゃうん

です。力が入ってコーナー入りますから、それで２回ぐらいけがしました。ですから、そうい

う場所では４００メートルトラックしかないんじゃないかなと。その辺は、教育長も、短距離

のオーソリティですから、十分アドバイスしてほしいと思います。 

 それでは、この項では最後になりますが、選手団の結成には選手を集めている各自治会長さ

んや体育部長さんの協力なしでは一本化の運動会はできないと思います。市長が先頭に立って

説得、あるいはお願い行脚をしてください。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  頑張らせていただきます。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  それでは続いて、烏山城史跡について質問を進めてまいります。 

 １４１８年に築城されました烏山城は、昨年、２０１８年に築城６００年を記念する各種イ

ベントが開催されました。どのような効果がもたらされたか伺いたいと思います。 

 那須烏山市観光振興ビジョンの第三期計画で、烏山城跡を歴史的文化財としてだけでなく、

貴重な観光資源の１つとして積極的な活用を図るとあります。年間を通じました観光客の誘致

には、時々、那珂川沿いに発生する霧を利用して雲海に浮かぶ烏山城史跡として関東竹田城を

売り込んではどうかと思うんですが、それも含めて市長の考えをお聞きします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  烏山城築城６００年記念の効果と観光資源としての活用についてお答

えします。 

 まず、記念事業の効果につきましては、１０月１４日に行われました記念イベント当日の講

演会に約１,０００名、烏山城跡の見学に約５００名、商工会まつりに約５,０００名と、市内

外より多くの方々にお越しいただき、盛況に実施することができました。また、同日開催しま

した御朱印めぐりにつきましても、非常に好評であり、市街地を周遊するまちなか観光の有効

性を再確認できたところでございます。現在、実施結果を踏まえ、まちなか観光ネットワーク

の再構築を進めているところでございます。 
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 このように、記念イベント当日は多くの人に烏山城跡の山城としての魅力、価値を知ってい

ただく絶好の機会となり、国史跡指定を目指す上で大きな後押しになったと考えております。 

 また、記念イベントの前日となる１０月１３日に行いました前夜祭として花火大会では、約

４,０００人の来場者が会場に詰めかけ、次年度以降も引き続き開催される市民秋まつりの定

着に向けてよいＰＲになったと考えております。 

 次に、烏山城跡を活用した観光客の誘致につきましては、今年度から市観光ビジョン第３期

計画に基づき、もうかる観光をコンセプトに、豊かな地域資源を有効活用した観光地域づくり

を推進しております。昨年、築城６００年を迎えた烏山城跡につきましても、貴重な観光資源

としてまちなか観光ネットワーク観光拠点に位置づけルート化を図るなど、観光客の誘客に向

けて有効に活用してまいりたいと思います。 

 また、烏山城跡は、国史跡指定に向けて保存状態等の確認作業を進めておりますので、歴史

的・学術的価値を損なわないように配慮しながら、ハード事業としてどのような整備ができる

か検討していきたいと思っています。 

 また、竹田城のように大きな木が逆にたくさんうちのほうはありまして、それを今、切った

りとかがなかなか難しいので、その辺のところは、反対の、平群山のほうから見えるようにと

いうことだと思うんですが、確かに霧で雲海があってというカレンダーを某番組で撮っていた

だいたりもしていますので、そういう観光資源にもなるかと思いますが、その辺のところは、

ちょっと今のところ、樹木の中にあるのでちょっと違う意味合いかなと思っております。 

 また、国史跡指定後の活用につきましても、保存活用計画を策定した上で、本市の貴重な歴

史資源及び観光資源として継承と活用を図ってまいりたいと考えております。これは、子供た

ちの学習にも使っていると思っておりますので、利用して、子供たちの学習に使うということ

は、このまちの歴史にもなっていくと思いますので、理解していただけるとありがたいと思い

ます。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  昨年の記念イベントには、約６,５００名の来訪者があったという、

今、市長の答弁でありますので、事業としては成功であったと、このように評価をするところ

でございます。 

 その後の国史跡の指定ですね、この見込みはいつごろか、現段階でわかれば教えてください。 

○議長（沼田邦彦）  糸井文化振興課長。 

○文化振興課長（糸井美智子）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 当初の計画、想定としましては、平成３３年度に書類をそろえて申請するということでござ

います。あくまでも計画ということで御理解いただきたいと思います。 
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○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  平成３３年ということは、まだ２年、十分時間があるということで

すね。私、この城周りの地権者にもお話を聞いております。協力は惜しみませんよという答え

がありましたので、できれば、杉の大木は山上の石垣が見える程度まで伐採を進めれば最高か

なと、このように思っております。その辺は、私も林業をかじっておりますので、協力を求め

ていければなと、このように考えているところでございます。 

 また、子供たちの学習材料としてもふさわしい、自分の生まれたまちの歴史を十分習得する

ということは非常に大きくなっても心に残る教材だと、そのように考えております。 

 ここで、兵庫県朝来市にある竹田城について触れてみたいと思います。朝来市というのは、

私もちょっと字を間違えそうだったんですが、この字は「潮来」の「潮」のさんずいをとった

ものです。だから、間違えやすいですよね。「朝が来る」と書いて朝来と。兵庫県朝来市和田

山町竹田にある城は、昔から竹田城と言われているのは御存じのとおりでございます。例年、

正月が明けた１月４日から２月末までは入場規制をしているそうです。つまり、冬の期間は危

険なため入場させない。晩秋のよく晴れた早朝、朝霧が雲海に包まれた姿ですね、まさに天空

に浮かぶ城を思わせ、天空の城と呼ばれています。平成２４年には、これもまたいいですね、

恋人の聖地として認定を受けています。ぜひ、烏山城も関東の竹田城を目指していければと、

そう思います。 

 年間の入場者数は、平成２６年に５８万人、現在は２０万人程度に落ち込んでいるようです

が、入場料は５００円です。したがって、今でも１億円の入場料の収入があるということで、

事業の継続には困りませんということで出ております。高校生以上５００円、中学生以下が無

料なんです。 

 しかしながら、本当に経済的に朝来市に効果があるかといえば疑問だという意見もございま

した。重要な問題なんですが、烏山城史跡といいますが、烏山城史跡は、貴重な山城文化財と

しての保存に重点を置くか、あるいは観光資源としてより多くの誘客を目指すか、この難しい

選択がこれから出てくると思うんです。市長はどう考えるか、現時点での考えで結構ですから、

見解をお聞かせいただければと思います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  先ほど文化振興課長が答えたように、国史跡を今目指しておりますの

で、観光というよりは、まずは史跡を目指したいと思っております。 

 そのためには、コンクリートで何かをつくるとか、石垣を固定するとかというのはちょっと

難しいことなので、まず冠をいただいて、それからどういうふうに観光に結びつけるかを協議

していきたいなと思っております。 
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○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  やはり、具体的な開発というか、史跡の方向性が出てから進めてい

ただければと思います。特に今、杉の大木が繁っておりますので、その伐採の許可も今のまま

では出ないと思いますので、その辺の取り組みをさらに強めていただければと思います。 

 最後になるかと思うんですが、私は究極の那須烏山市への観光客の誘致には、この烏山城の

復元が最も効果が出るのではないかなと思っております。よその市でつくったような歴史には

忠実でないお城もありますよね。そういうのはいりませんから、たしか烏山城には物見やぐら

が一番の見どころだったと、そのように聞いておりますので、物見やぐらをつくるだけでも、

木材は豊富ですから、そして文化財の保護と調和した観光資源の開発を進めていければと思う

んですが、いかがでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  何分にも、まだ審査が通っておりませんので、そちらが通り次第、ど

のようなものをつくっていいのか、あとまた橋とかお堀を渡るのに橋があったりとか、いろん

な特別なつくりのものがあったという内容も出ておりますので、そういうほうがいいのか、や

ぐらがいいのか、その辺は検討させていただきたいなと思っております。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  まだ具体的な話ではありませんので、行政が丸がかりしろとは、私

は決して申しません。全て民間主導であるべきだと。我々行政は、その機運をつくっていく、

あるいは高めて、醸成していくのが我々の役目ではないかと、そのように思っておりますので、

ぜひ市長もその点は心にとめておいていただきたいと思います。 

 そして、さらなる取り組みの向上を期待して、次の質問に移ります。 

 ３番目はハラスメントです。一般にハラスメントとは、いろいろな場面での嫌がらせ、いじ

め、また虐待も入るそうです。その種類はさまざまです。他者に対する発言、行動等が本人の

意図には関係なく相手を不快にさせたり、尊厳を傷つけたり、不利益を与えたり、脅威を与え

ることを指すと言われておるようです。市役所内や市内の小中学校において、ハラスメント対

策、どのようにとられているのか、その対応を伺うものであります。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  本市におけるハラスメント対策について、私のほうで述べさせていた

だきます。 

 セクハラ、マタハラ、パワハラ等のハラスメントは、職場に大きな損失をもたらします。ハ

ラスメント被害者は、その尊厳を傷つけられ、働く権利が侵害され、勤労意欲は減退し、市役

所における職場環境の悪化が公務能率の低下を招き、市役所全体のイメージダウンにつながる
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ものと考えております。 

 このようなことから、本市では、ハラスメント防止研修や管理監督者研修の受講による未然

防止に努めるとともに、精神的な障害に陥る可能性があるハラスメント被害者に対して、カウ

ンセリングによるケアといった対策も講じているところでございます。 

 幸い、現時点では明らかなハラスメント案件は発生しておりませんが、職場内の人間関係が

うまくいかないケースがあり、カウンセリングは相談機会として効果的に機能しているところ

でございます。 

 また、本市では人事評価におけるグループ打ち合わせや面談を推進し、さらに人事異動時に

は所属職員に対する所属長ヒアリングを推進するなど、職場内のコミュニケーションの充実を

図っているところでございます。 

 ハラスメントは、コミュニケーションの不足が一因と言われており、職場内のコミュニケー

ションを健全化し、風通しのよい職場環境をつくることでハラスメントの未然防止に努めると

ころでございます。 

 職員数の縮減が進み、職員構成の変化や世代交代が顕著な本市においては、もとより限りあ

る職員がその能力を十分に発揮していただくことが市民の福祉向上につながるものと考えてお

ります。 

 今後も、職員が互いの人権を尊重し合い、職員相互の信頼のもとで、その意欲と能力を十分

に発揮できるよう、ハラスメントの防止や現在の風通しのよい職場環境の維持増進を図る所存

でございますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 市内の小中学校におけるハラスメント対策については、教育長より答弁をさせますので、よ

ろしくお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  それでは、小中学校におけますハラスメントについてお答えいたし

ます。 

 小中学校におきましては、教員のコンプライアンス意識の向上、不祥事の未然防止を目的と

いたしまして、県教育委員会が実態調査を行っております。職場の風土、わいせつ行為、セク

シャルハラスメントの禁止、体罰の禁止など、６項目について調査をしております。新聞報道

等を見ましても、県内の教職員による不祥事が後を断たず、県教育委員会といたしましても、

教職員のコンプライアンス意識を管理し、管理職レベルにまで引き上げる、こういうことを目

指して調査実施、または実態の把握に努めております。 

 調査の結果については、集計後、各校に通知され、その結果をもとに、さらに校内研修を行

うことを義務づけております。本市といたしましても、校長会の折りに、不祥事の実態につい
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て具体的に示しながら、対岸の火事ではなく自分のこととして綱紀の粛清に努めるよう指示し

てございます。 

 一旦事が起こった場合には、きちんとした状況把握を行い、そして保護者、教員、納得でき

るような説明ができるように、また市民一般につきましても御理解いただけるような調査、そ

して報告ができるよう指導しているところでございます。今後とも、議員各位、また市民の皆

さんの御意見をいただきながら不祥事撲滅に尽力してまいる所存でございますので、御理解の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  あと、ハラスメントにはもう１つあるような気がします。それは、

モンスターペアレントというハラスメントがあると。これもやはりパワハラの１つかなと思っ

ております。答弁は特に求めませんが、先ほどの市長の答弁の中で、カウンセリングを受けさ

せる、このような答弁がありましたが、どのような形でカウンセリングを受けるのか、また資

格等はどのような方が担当されるのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  カウンセリングについては、月に１回、また２回ぐらい、カウン

セリングの日を設けまして受けていただくことにしています。情報的に、組合とか課長等から、

ちょっと気分が落ちているんじゃないかというようなことがありましたら、早急にそちらのほ

うに行って、早めにそういった大きな深刻な事態にならないように、カウンセリングのほうの

処置をしているところでございます。 

 カウンセラーにつきましては、精神保健福祉士の資格を持っている方でございます。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  そうしますと、そのカウンセリング及びカウンセラーにつきまして

は、病院に通うということなんでしょうか。あるいは、出張して市役所内で行うとか、どんな

形なんでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  契約している事務所で話ししまして、月に１回、または２回、市

役所の会議室を使いまして、そちらのほうで受けていただくということにしております。 

 個人的にも、そういった心配なことがあれば、そのカウンセラーのほうに連絡がとれるよう

な体制にはなっているところでございます。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  内容については理解をいたしました。 

 あと、小中学校におきましては、いわゆるいじめ防止協議会というものが開催されるという、
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各学校のいじめ防止基本方針に盛られておりますが、現在のところは、どんな状況なんでしょ

うか。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  本市のいじめ防止基本方針においては、いじめ防止連絡協議会、こ

れを定期的に開催するというふうに定められておりますけれども、ここには外部の委員、その

他、ＰＴＡ役員とかというふうなことが入っておりまして、なかなか一堂に会することができ

ないのが現状でございます。 

 ただ、学校の中に問題がないのかということは、そのようなことはありませんので、随時職

員会議をこの連絡協議会に切りかえる等をしながら個々の事案に対処しているというような状

況でございます。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  そうすると、今、教育長から答弁いただいた件については、随時開

催の部分がありますよね。いじめ対策委員会ですね、こちらのほうはどんな状況なんでしょう

か。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  こちらにつきましては、校内の職員で構成する、ほぼ校内の職員と

いうことですので、これについては定期的に、随時というよりは開催しておりまして、随時と

いうとちょっと事案が上がったときに連絡協議会のほうのレベルの形で、また出席できない委

員の方には、終了後、会議内容を説明すると。または事故の内容を説明すると。そして御了解

いただくというような手法をとっております。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  先ほど連日報道されました千葉の心愛ちゃん事件ですね。やはり幼

い命を親が奪うという、本当に痛ましい事件であったなと思っております。 

 そういう信号が子供たちから出たら、先生はまず大きく取り上げていただきたいんです。決

して大丈夫だとは思わないで、より大きな、後ろには何か隠されていると。常にそういう体制

で子供たちを見守っていただきたいと思います。その点についてはいかがですか。少し、針小

棒大ではありませんが、やはりより悪く、より大きく考えれば、その後の失敗は少ないと思う

んです。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  千葉県の事件等につきまして、保護者からかなり強い要求があった

ということで、危険を感じたなんていうふうな報道、教育委員会とか学校なりありましたけれ

ども、那須烏山市教育委員会としましては、毅然とした態度をとって、そして前面に立つ場合
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の教職員をバックアップできると、そのような体制を、これからもさらに強めていきたいと。

もちろん、保護者を完全に悪者だとか、そういう話ではありませんので、ただ、いずれにして

も、そのような事案があった場合には、正確な情報を得ながら保護者のほうにも理解を求める

とともに、やはり教職員が過度に追い詰められないように、そういった部分でバックアップを

してまいりたいというふうに思っております。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  先ほどもちょっとモンスターペアレントの話をしましたが、先生方

が絶対に恐れることなく、子供の命を守るんだと強い信念のもと、強い心を養うように、常に、

教育長、バックアップしてください。何かあったら私に任せろと、そのぐらいの気持ちで今後

臨んでいただきたいと思います。 

 では、大体意を尽くした質問、結びといたしますが、最後に、ここにおられる職員の中にも、

３月３１日をもって定年退職される方、そしてそのほか、早期に辞められる方も含めて十数名

おられるようですが、これまでの長い職員生活に終止符を打つわけでございます。これからも、

ますます健康に留意をされて、我々の人生は今１００年ですか、あと４０年残っています。

６０歳はまだまだはな垂れ小僧、そういうふうに言われております。特に職員の中には、この

南那須庁舎ができたのが昭和５１年１１月にたしか引っ越しをされたと思います。翌年の採用

という形で４２年間勤めた方もおられます。非常に南那須町、そして那須烏山市に貢献をいた

だいたこと、私からも感謝と御礼を申し上げたいと思います。 

 しかしながら、先ほど言いましたように、あと４０年残っていますから。これからの第二の

人生、我々地球上にいる生物は等しく時間が流れております。しかし、個人それぞれの時間の

過ごし方、モチベーションによって老化の度合いは違うと思います。ぜひとも人生１００年、

あるいは１２０年を目指して頑張ってまいりましょう。 

 以上で、質問、終わります。 

○議長（沼田邦彦）  以上で、１６番髙田悦男議員の一般質問は終了いたしました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（沼田邦彦）  以上をもちまして、本日の日程は全部終了いたしました。次の本会議

は３月５日午前１０時に開きます。本日はこれで散会いたします。大変お疲れさまでございま

した。 

［午後 ３時４５分散会］ 
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